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現代アラム語概観（二） 現代中部アラム語・現代マンダ語・現代

西アラム語

高　階　美　行

AState－of－the－Art　Study　on　Modem　Aramaic（鉦）

　　　　　　　Modern　Central　Aramaic，　Moδem　Manda三c，　Modern　West　Aramaic

Yoshiyuki　TAKASHINA

　　The　following　constitutes　the　latter　part　of　my　study　in　M◎dem　Aramaic，　of　which　the　first

part（Modem　East　Aramaic）has　appeared　in　this　jottrnal（vol．71－1，1986）．　Of　the　fQur照ain

Modern　Aramaic　la嶽guages，　thls　part　devotes　ltsel｛to　the　Modem　Central　Aramaic（Tur◎yo），

Modem　Mandaic　and　Modern　West　Atamalc（Ma‘lula）．　As　a　continuation　that　comp｝etes　the

first　part，　the　presen毛aτticle　e組ploys㌧魚e　same　gra魚瑚atical　frameworl｛and　terms　with　the

purpose　in　mind　to　show　more　clearly　how　each　Modem　Arama三c　chose　and　developed　one　of　the

diverse　possib呈至ities　of　its　predecessor　language，　not　necessarily　to　be　conceived　as　one　of　the　Late

Ara鵬alc．　Th疑s　paragraph　numbers　contlnue　theξlrst　part　and　the　reader　is　requested　t◎refer　to

the　corresponding　paragraph　of　Modern　Eas乞Aramaic　where　relevan乞informatlo籍is　glven．

　本稿は，先に発蓑した現代アラム語概観のまとめ（学報第7レ1号所収）で扱えなかった残りの三

大方嘉群，即ち，現代申部アラム語・現代マンダ語・現代西アラム語を取り上げる。これらの現代

アラム語に関して知られている事実をまとめて，再評緬したり新しい解釈を行う仕事の必要性と動

機は，蘭稿の冒頭に記したとおりである。それ故本稿での記述の態度と視点は蕊稿と一体のもので

あり，各アラム語置有の歴史や地位によりやむをえない場合を除き，記述の順序も潮稿の現代東ア

ラム語のそれに従う。特に言語概要の部分は，後期アラム語からの発展という歴史的立場と現代語

としての総合的角度から比較するために，ee－一’の術語を一貫して使用している。これにより，各ア

ラム語がアラム語として持つ多様な可能性をいかに選択し，どのように変容させたかが糊明するで

あろう。従って本稿中の文法術語と略号に関しては，前稿の現代東アラム語の対応する項目を参照

されたい。
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現代アラム語概観1⇒：現代中部アラム語・現代マンダ語・環代西アラム語

　尚，ここに前稿で漏れた次の文献を記す。これは現代アラム語全般とその話者に麗するほぼ完全

な文献目録で，主要出版物には短いコメントが与えられている。この編纂霞的は本稿執筆の動機と

岡一であり，きわめて有用なものである。

Polzat（1982），　B．；Une　blbliographie　comment6e　pour　ie　n60－aram6en，　CoMptes　rendus　du　9γoap

tingμuistique　d’診tudes　chamite．s2mitigues，　tomes　XVM－XXIII（ann6es　19734979），　pp．347－414

3．0．現代中部アラム語（MCA）

3．1．琶語名　現代中部アラム語Modern　Central　Aramaic（MCA）は，トルコ南東部トゥール・

アブディーンTtir‘Abdln地方のマルディン市にあるミドヤトMidyatの町を中心とする45村落に

おいて，東方教会単性論ヤコブ派Monophys圭te　Jacobitesにより縁語として使用される現代アラム

語方言群の総称である。トゥール・アブディーン地方のアラビア語形容詞丁6r翻により言語名ト

ー ラーニー語とされていたが，MCAの形容詞形Turoyoによるトゥーロ～ヨー語が最近用いられ

る。自らをシリア人と呼ぶので，農称はシリア語siryoyo。又，トゥール・アブディーンの新アラ

ム語Neuaram5isch　des　Tur‘Abdinとも呼ばれるが，古典シリア語Classical　Syrlac（CS）1こ非常に

近い（後述）ことを考慮すれば，パリゾM・DJ・Par三sotがMCAに用いたが，現代東アラム語

Modern　East　Aramaic（MEA）1こ誤って定着した「新シリア語」Neo－SyrihcはこのMCAに用いら

れるべきであった。単にシリァ文字を用いるという事実が，MEAにその名をつけさせる一困となった。

　おそらくキリスト教受容以前から，話し言葉としてアラム語を用いていたと思われるが，彼らの

教会用語即ち文語はCSであった。ヤコブ派のCSは，東部のネストリウス派NestoriansのCS東
　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

方言と次の点で異なりCS西方言と称される。

使用潜 文　　字 母音表記 寧亘 ＊6 ＊δ ＊寿国

CS東方雷 ネストリウス派
（吉いエストランゲラー

に近い）ネストリアン
文宇上下の母音点 a 6 6 x

CS西方言
ヤコブ派

マロン派
セルトー ギリシア母音字起源 δ 1 嚢 尊

　　　　（滋：マロン派は7。3．項を見よ，セルトーserV6「ひっかき跡」）

　　　　　　　　　　　　　　　　古典シリア語の方言差

以下に比較の対象として引用するCSは，西方雷の形式である。

3．2．歴　史　451年カルケドン公会議で異端とされた単性論派（キリストの人性は神性に吸収

されるとの立場）は，542年エデッサの府主教となったヤコブ・バラダィォスJacob　Baradaeusに

よりアラビアなど各地に広まった。この教えに従う人々をヤコブ派と称するが，彼らもKスラムの

興隆に敗退しエデッサ（現トルコのウルファ）に近いクルディスタン西部の由岳地帯に逼塞して現
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代を迎えた。これに先立ち，1781年蕃境の中でv一マ・カトリックの権威を認めざるを得なかった

アレッポのミカエルが新しい合岡派教会の総主教座をレバノンに移したことにより，ヤコブ派教会

は正統シリア人Orthdox　Syriansと合同教会派西シリア人West　Syrian　Uniatに分裂した。

3。3．労言分筍・話者数　第一次大戦による不安定な政治情勢の下でクルド人による迫害のた

め，1915年多数がシリア・レバノンに移り，1927年には大挙してシリア側のカミシュリKami§k

（アラブ名El一Ωam呈shliye）に脱出した。これ以降シリア・ヨルダン・レバノン・イラク等への移住

が続き，アメリカや南インド（宗教上の岡胞がいる）にも多数存在する。かくして現在では宗教・

言語・場所が分離して，話者の正確な数字を把むことができない。ヘルムート・リッターH．

Ritter　lcよれば，1960年・1966奪の情報でトルコ国内の話者数は19，356人と計算されている。

3．4．研究史　ヤコブ派は西欧の宣教師団の積極的活動の対象とならなかったため，ついに自ら

の欝語を文字化することがなかった。また研究者もMEAほどには強い関心を示さず，言語的研

究も少ない。プリムE．PrymとゾチンA・Socinによる発見とテキスト採録（1869年）からその

刊行（1881）までに時間を要した。フランスのシリア調査団の一一・　esパリゾが，現代西アラム語

Modern　West　Aramaic（MWA）の調査の一方でMCAの基本的文法を調べそのスケッチを発表し

た（1897）。ネルデケTh・N61dekeが前者のテキストに対する書評論文（188k＞でMCAはCS

蔭方書を来源とすると明言し，その後の研究を方向づけた。ジーゲルA．Siegelの前者のテキス

トに基づく文法（1923）は，記述的でないとは雷え，今なお有用である。しかし，ジーゲルのみな

らず研究者を当惑させたのは，プリムとゾチンのテキストが精密表記にすぎるとともにしばしば不

統一であり，さらに，パリゾの報告する形式とも矛盾することであった。こうして長期にわたり信

頼ある情報を欠いたままであったが，一次大戦の頃より関心を抱いていたリッターが6村落の方言

を調査し彪大なテキストを刊行した（1967－71）こと，及び彼の弟子オットー・ヤストu一ヴ0．

Jastrowがミディン村MldlR方書の音韻表記による記述文法を著した（1967）ことにより，やっと

MCAの金体像が正確に把めるようになった。リッターは第2部文法，第3部辞書を刊行する予定で

あったが71年他界し，辞書が第2部として遺稿のファクシミリの形で出版された（1979）のみでる。

3．5．醤語作品CS西方言のシリア文字セルトーを知っていたのに，それを用いて自分たちの

口語を表記することはなかった。1．6．項で述べたザハウE・Sachauが集めた写本の中には，ア

ラビァ語からMCAに翻訳されたものがある。19世紀のもので畜くはないが，これがおそらくシ

リア文字セルトーにより表認されたMCAの唯一のテキストである。その他はすべて村の歴史・

宗教上の偉人の伝説・民話のたぐいで，西欧の研究iにより収集されローマ字表記されたものであ

る。尚，19S3隼lcスエーデンに住むMCAの話者により作られた民族教育会議が同地の子弟に対

する民族語教育のために教科書を出版した（Toxu　Qorena‘Come，　let’s　reaポ84p・〉。ラテン文字

に改変記号をつけたアルファベットで表記法，発音を教えやさしい読み物をのせている。今後定着

するか不明だが，彼らの長い歴史の申で画期的なことである。

3．6．下位方欝　リッターの多くの方言テキストや本稿筆番のムズィーザハMzizah村方露研究
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現代アラム語概観¢⇒：現代中部アラム語・現代マンダ語。現代西アラム語

（1980）により，MCAは決して均質な言語でなく村落毎の差を伴った方言群であることが判明

した。しかし，それは一方の変異体を他方で主として用いる（人称代名詞接尾形1人称複数ayna

～ anなど）とか，語彙でどの借用語を用いるかという程度であり，MEAの四つの下位方言の差

（しばしば相互理解が困難）に比べれば，MCAのそれは小さいと言える。

3．7．MCAの位置付け後述の言語概要に見るとおり，それ自身後期アラム語であるCS西方

器を来源とすることは疑いも無い。従ってMEAに特徴的な複合時制を持たないが，有声閉鎖音

の保存・完了相（他動詞）の形式・CS完了形／未完了形の消失などにおいて，　MEAとともに広

義の現代東アラム語に属すると雷える。しかしMCAは，（1）音素圏録，（2）2人称代名詞

h－，（3）a＞6の変化，（4）定冠詞の存在，（5）コブラによる間接活用とvEliRTy‘to　be’に

よる複合蒋劇の欠如，（6）CS基本型Pealの動調形容詞qa姻の完了相（状態動詞）への転用な

ど重要な点において，後期西アラム語の発展形であるMWAと共通することを無視しえない。か

くして予想以上にMEAのウルミー方雷（U）からかけ離れたMCAは，むしろCSにより近い点

でMEAの繭方言を通してMEAとつながり，前述の六項目でMWAに接近するのである。この

ようにMCAの，地理的のみならず言語的な中部方欝としての地位は，広義の現代東アラム語に

属するという事実の前で等閑にされてはならない。

3．8．辞轡唯一の辞書は，リッタ～によるタイプ原稿のファクシミリである。

　Ritter（1979），　R．；Tgr6yo．　Die　Volkssprache　der　syrischen　Christen　des　TUr‘AbdSn．　B：

　　　　W6rterb亘ch（Das　Autorenmanuskript　zum　Druck　in　Faksimile　gebracht　von　Rudolf

　　　　Sellheim），　Belrut　－Wiesbaden

これは彼自身のテキスト三巻の訳を作る際に作製した未定稿であり，書き込み・灘除も多く酪号の

説明もないので利用には十分な慎重さが必要である。また，プリムとゾチンがテキスト1巻を翻訳

する際にもカードを作っていたはずであるが，その行方は知れない。こうした惰況下では，リッタ

ーの辞書を中心としつつ，音韻対応の知識によりCSの辞書を参照し，トルコ語・クルド語・アラ

ビァ語の文語と方雷の辞書類で補うより仕方ない。

3．9。主要研兜盤MEAに比べれば，数は少ない。以下の他に，テキストニ篇・書評二篇ある

のみである。

　Blau（1968），」．；review　of　Ritter（1967－71）Bd．1and　jastrow（1967），βulletin　of　the　Schoot

　　　　of（）riental　and　African　Studies，　vol．　31，　PP．　605－610

　1shaq（1983＞，Y．；ToxuΩ◎rena，　Stockhoim

　Jastrow（1985），0．；Laut－und　Formenlehre　des　neuaram吾ischen　I）la玉ekts　von　Midln　im　Tur

　　　‘Abdin，（1．　AufL，1967，Bamberg）3．，　erg註nzte　Aufl．　Wiesbaden

　N61deke（1881），Th．；Bttchbesprechung　des　Prym・Socin　（1881），　Zeitsclwift　der　Dentschen

　　　　Morgenlandi5chen　Gesetischaft，　Bd．　35，　S．218・235

　Par三sot（1897），’M．D．」．；Contributionき1’壱tude　du　dialecte　n白o－syriaque　du　Tour－Abd重n，　Actes
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　　　　du　Xlme　congγbs　internationat　des　Orientalistes，JV：section　s2mitique，　Par孟s，　PP・．179・198’

　｝》rym，　E．－Socin，　A。（1881）；Der　neu－aramaische　Dialekt　des　Ttir’AbdSn，1．　Teil：1）ie

　　　　Texte，2。　Teil：Ubersetzung，　G6ttlngen

　Ritter（1967－71＞，　H．；Titr6y◎．　Die　Volkssprache　der　syrischen　Christen　des：1’itr‘Abdtn．　A；

　　　　Texte，　Bd．1（1967），　Bd．　II（1969），　Bd．　III（1971），　Beirut－Wiesbaden

　do・　（1967）；　　Torδyo（T6rani），　in　An　Aramaic　Handboo々　ed．　by　F．　Rosenthal　（1967，

　　　　Wlesbaden），　Par田／1　pp．78－81（text＞＆Part嚢12　pp．112L120（glossary）

　Siegel（1923），　A．；Laut－und　Formenlehre　des　neuaramtiischen　I）ialekts　des　Tftr　AbdSn，

（Beitrage　Zttr　semitiscJte箆P｝泓o乙09重e　zend　L三η9掘st凍｝terausgegeben　von　G．　Bεアgs重アdSser，

　　　　Heft　2），　｝｛annover，　re峯）r．　Hildesheim，　1968

　高階美行（1980）；「現代アラムSR　Turoyo方言の接尾．～称代名謁」，『オリエントs第23巻第1号，

pp．　45・63

4．0．MCAの言語概要

　記述するのはヤストW一ヴによるミディン村方言であるが，音韻表記を変更した箇所がある。

4．1．音韻論　簿音の後でのbgdkptの摩擦音化は既に機能せず，　MCAはこの規劉が働いていた

頃の音形を反映しているにすぎない。即ち，破裂音としては＊P＞fを除き保存され，摩擦音として

も次表のように非常に良く保存されてCSの音形を再現している。’や‘も残している。強勢は語

末から第2音節にある。

CS b［v〕 醗］ 娯こδ］ 茎［x］ 薄］ 藍e］

MCA W 9〔γ］ 蚕 X f 皇

4．2．人称代名詞独立形　3人称m．h9，f．　hiを失い，　hi＋接尾形B、（4．3．項）m．－e，　f．　－aに

よる新形式が生まれた：hlye，　hiya。2人称のh・や1．sg．’ono〈’en6，1　．pl．’a・bna　（2．2．1。

項を見よ）は注目に価する。2人称単数のみならず複数でも，名調と周様に，性の区別を捨ててい

る。ミドヤトではhuwe‘he’とhlye‘she’の古い対立を残している。

sg・
P｝．

3 h至ye（瓢）　　　　hi　ya（f） hmne～hlnnuk

2 ha宅 hatu

1 ，0勲0
’ahna　　¢

代名詞独立形“
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現代アラム語概観（：’）：現代申部アラム語・現代マンダ語・現代西アラム語

4．3．人称代名詞接健形（Uの接羅形Bに朗慈）　3．5g．に一e（m）／・a（プ）を持ち古い一eh／＊＊ah

である点でMEAの南方言に近い（伝統tSj　CS西方言の発音では一6h＞o；このように文法語彙の中

には，明らかにCS西方蕩の6でなく酬こ遡るものがあり，それらには＊＊を付す）。1．pt．anに

は方言形一ayna（げ．　U　－enij）がある。又，3・2Pl．は使用される語彙と共に常に固有の形態音韻的

変化を示すが，名詞では名詞複tW　cst．　st．の一ayが現われる：－ayye‘their’＜－ay＋e‘his’，・ayxu

‘your，pt．’。

sg．n｝。
sg．f． ρL

3 e a （ay－y－）e

2 OX ax （ay－）X羅

1 三 a捻

　　　　　　　　　　　　　　　　　接罵形B1

名詞に護接接冤するこれらの形式を接尾形B、とすれば，新しい接尾形B，（・a躍÷Bρの方が支配

的となっている。B，は親族名詞及び身体部分や入闘と密接に関連する名詞など，ミディン村方菖

で86語，ムズK一ザハ村方書で72語にのみ使用される。蘭者でB、はB2と欝由変異体の関係にあ

るが，後者ではB，を取る名詞はB、を取らず桐補分布をなしている。更に後者の親族名詞28語は

3人称の接尾形を取らず，定冠詞で代用するという特異な現象を示す。ヤストv一ヴはB，の起源

を名詞語尾一〇÷d1¢一と考えるが，賛成しない：’u（the）bayto（heuse）did（of）e（hls＞＞’u．bayt．

ay燐e‘hls　house’。むしろCSで複数名詞＋接尾形Bの時現われるcst．　st．の語尾・ayに，関係詞d

＋接尾形B，が加わったものである。複数名詞の形式の一一一ee化は後期東アラム語のバビロニア・ア

ラム語や古典マンダ語にも児られるし，蘭係詞d＋接尾形Bは現代マンダ語で借驚語に対して用い

られる形式に対応する（6・8．項参照）。尚，動詞の昌的語は，基峯的に献醗謎1－‘to，　for’÷接亀

形B、が表現する。

4．4．独立漸有代名詞dA＋接尾形B、（d轄ピ彼のもの’等〉は，接尾形馬の誕生のため，

所有形容詞のように名詞と共に用いられることはない。

4．5．指承代名詞　単数近指示詞はCSの発展形であるが，複数h謡はCS＊＊hanen　‘those（f）’

に由来する（Uenijを見よ，2。2．7．項）。複数遠振示詞hanukは稀なCSの形＊＊hangllを想起さ

せるが，－kが閉鎖音であるから二次的かも知れない。この一ukはCS　haw，漁yにも拡大した後，

自由交替形として・kが脱落する。指示形容詞としては，定冠詞と共起しh一を騰落させた後，名詞

に後置される：’u・malk，ano‘this　king’。

sg・狙．
sg．蚕． pl．

this 撮no
㌔翫e　　一

ha繊三

tha£ h盃WQ（k） 漁yo（k） h蕊服k

指示代名詞
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4．6．疑闘詞　mmは他の方露形職藪ne～謡があるのでCS　mtin〈m6n（6）に由来することは閣

臼である。’　ay－darbo　＝・　’ay（セム語疑問詞要素）＋アラビア語darb‘way’，‘量R　what　way＞how’。

kmoは少数を，　muqqaは多数を質問する。muqqa〈鵬ln－q亀（＝アラピァ語qiyas‘measure’）

‘　what　quantity＞how　many’。qay♂鱒十’ay　は疑いの余地がない。MEA　qo－mu，　qo・mudij；MM

qa－maに造語法で共通するとともに，　MCAにも痕跡的に‡q蚕‘for，　t◎’hS；存在することは興味深

い。その他はCSに単純に遡る。ただし’ayna（CS＊＊’ayna）と’ayko（CS’ayk6）を比較せよ。

何 誰 どれ いかに ど　こ い　つ どれだけ なぜ

磁1n man ，ayn哉 ’話ydarbo ，ayko ，δ鵬a 数mo，　muq畦a 璽ay

疑問詞

4．7．関係詞　d一はCSの統語的用法をそのまま引継いでいる。

4．8．コブラ　人称代名詞独立形の前接形に基づく接尾形A、（Uの接尾形A2・2．2。項を見よ）

は，コブラとして一般化した。3・sg・には性の区別がなく一yo〈CS　ha‘he’：zlam　nuxroyo・yo‘he

is　a　foreigner’。このコブラ過宏形のうち3・2・sg．，2・pt・はCSの完了形の唯：一一‘の残津であり，

他の活期形も現在形への類推の上に成立したと推定される：C，S＊＊h5wa，臆wayも，　h5wayt顛

（～／h・w－y‘to　be’〉。又，　CSのコブラ’電t十接尾形Bは，’itに動詞の現在蒋相表示詞｛ko｝がついてkit

十接尾形A三の形で，接尾形A｝と同様にコブラとして機能する：kit－y◎・kit－wa　3・sg；kit－h1t，

kit－way宅2．sg，m等。否定はlat十接尾形A，。

現　　　在 過　　去

sgゼ PL sg． PL．

3 VO ne wa way－ne

2 h・t（m）h蝋f） hatu way補 way－tu

三 嶽0 na way鴨o way一嚢農

接尾形A1

4．9。名　詞　CSのdet．　st・が一般化し，名詞の位相は消失した。単数で男性の名詞は複数で

一 e，岡じく女盤の名詞は窺e（＊題oから男性語尾一eの一般化〉を取るが，複数では性の区購がな

い。従って名詞語尾変化はm・sg．－o，　f．　sg・－to，　Pl．－e／・6te。形容詞はbrim－◎m・sg．‘rOURd’，

brim－to　f．sg。，　bri肝eρZ．。これはUと全く岡一の結果である。限定／不定は定冠詞m．sg．’u－，

f．　sg．’i－，　pl・’aC－，及び不定冠saj　m・sg・り3，　f・sg・．輿6，　Pl．φにより示される。これはCS

で名詞・代名詞の前に置かれた3人称代名詞独立形（m．sg　htt，　f．　sg．　hi，　pl　hen（h＞面）が指示詞的

に薦いられた事実に由来する（ネルデケ，1898，§227；1・15．項参照）。属格構造は，cst・st・の

消失のため，関係詞dにより示される（2・3・1．項で言及した属格構造（2）に相当）：’獄・bayto　d一
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u－babo‘the　house　of　the　father’。もし名：lj　nomen　regensが代名言憩接尾形B、をとるものであれば，

属格構造（3）が現われる：bayt・e（his　house＞d・u・babo＞‘the　house　of　the　father’。しかし

nomen　regensが取る一e（〈CS－eh‘his’〉は，　nomen　rectu　nの性に無関係で常に一eである点で，

これは既に痕跡的表現である。だが痕跡的とは言え，属格構造（3）が残ることもMWAと共逓

し，興味深い（8．9．項参照）。

4．10．動詞のアスペクト・時制

現　　　在 過　　　去

未完了相 ｛箏｝一 fot癌一A2－wa　　　　　●

行為動詞 ftiト正e（C） ftiトway一璽e（C）

完了相
状態動詞 d護m圭x－A2 d諭ix＿A2納a

vT両7‘to　open’←U～ズ蕨）を動詞語根とすれば，未完了網語幹｛o紬はUのpetixと岡様

CS　a．p．　p6重eりに由来する。活用語躍は，コブラとして使用される代名詞接亀形A，とは，　a．P．の

語尾母音との形態音韻的変化の結果少し異なる接尾形A、である。

sg・m・
sg．f． pl．

3 fot裏h一φ　　　　　　　● flth＿o　　　　　● f油議　　　　o

2 flth＿玉士　　　　Or f王th＿at　　　　儒 f曲＿utu　　　　o

1 fo亀ah＿no　　　　　‘ f曲幻覗o　　　　　「 f1之11－1－na　　　　．

接尾形A2

完了相語幹｛ti与はUのptixと同様CSρ・P・pさ動に遡り，活用形式も前置詞1－÷接尾形B、（＝

接尾形C，2．2．4．項）である。但し状態動詞δamix（煽‘to　sleep’）は，　CSの動詞形容詞

qa蝉6に基づき，活用もA、による。この点は活用形式は別としてMWAの状態動詞結果格と共

通し（8．11．項），M£Aに対応物を見出せない。　MCAの大きな特徴と言える。過去時相表示詞

wa（〈＊＊h5wa・Uve）は，1人称で一wa－A2の順になる（sg．　－wayno，　pl．　－wayna）が，これはコ

ブラ＝接尾形A、の過去形への類推である。他の蒋相表示詞1．ko｝は現在，19id｝は未来，｛φ｝

は接続法を示す。koはUkiと来源を同じくする。ネルデケ（MandX三sche　Grammatik，　Ralle，

1875，§261，P．379）によれば，13世紀のシリア語作家バル・ヘブラエオスBar　Hebraeusはka　＋

a・P・を誤って東シリア人が用いると述べている。このkaはqa’em＞qa’e＞畦aに格違なく，音韻的

にそのままkoに対応する。9idの説得的説明は，今まで提出されていない。　koは状態動詞完了
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相現在に接頭されて，Uの結果相に似た意味を持つが頻度は高くないようである：ko－d5mix・li

‘he　has　slept＞he　is　asleep’。以上見るように，　MCAは助動詞を用いることなく，すべて酉接活用

単純時制であるが，複含時tSijに似たものとして，～Ah｛：IXF「Vw　y‘to　be’（Uノ陶の未来＋完了相が

未来完了を表わす：、t－（h）owe一φmoqad－le　bayto‘it　will　have　bumt　d◎wn　a　house’（t・＝　gid）。但し

この組み合わせはUにみられないものである。

4．11．鋤詞派生型

派生型
1（Peal，　U　I） H（Pael，　U　H1） 癒（Aphe玉，　U豆2）

　　　　　　　　　態

アスペクト
active 　　　　，paSSwe 　　　　　．actwe 　　　　層

pass三ve ac穏ve 　　　　●
paSS！ve

未完了相蜘主． ｛ot正h－A2　　　　　． 瓢iftlll－A2　　　　　　，

鶏降奪義119－A2 励ahq－A2 man§三f－A2 mita聴1f＿A2

完了相Perf．
ftih－A2　　　　卿 mha茎19－A2　　　D

man乙a蚕＿C 猟ta厳払A2

ma話af命令形王mpt．
ftah　　　　　・ 血iftah　　　　　　　● 罰a知a茎aq mi塾ala礒

ta誘ofo不定詞lnf． ftoりo

h
e
正
o
q
o
，

㎜an§fo受動分詞P．P．
ftih◎／da孤lxo　　　　●

鵡段奪a｝q・

意　昧 to　ope聡／sleeρ to　be　opened toもhr◎w to　be癒rown，｛al玉 to　makeδry 宅obeco鵬dry

CSの派生型がかなりきれいに残っており，能動態未完了相はCSのa．P．，岡完了相はCSのρ．ρ．

を用いている。受動態では未完了相がCSの再帰型分詞（a．P．／P．P．の区別なし），完了相が，

対応するCS能動態のP・P・を用いている。9の能動態未完了相と受動態完了相が，音韻変化の結

果中和していることに注意。また，姐の受動態二形式はIIのそれらに類推の結果母音が岡じになっ

ている。CS再帰型の接頭辞’e！：のをが，1畷において第1語根への岡化が原顯で消失（バビロ

ニァ・アラム語に岡じ）しているのは興味深い：親離P奪晦〉＊窺ip樋鱒〉＊mipti！｝＞miftib。受動態

の活用形式は完了欄も未完了相もA，であり，基本型1の状態動詞と共通している。命令形は基本

型1を除き，Uと同じく未完了相語幹（＝　CS　a・P・）を用いるが，　MCAでは1の命令形語幹母音

一 a一に影響されて，衷面的にCSのP・p・ec対応するように晃える。不定詞は，　CSの不定詞

（meq誓al等）でなく行為名詞nomen　actionis　lこ由来する：Iq6t616，9q噸616，　SU　taq綱6。躍

taq書616は，　CSでもまだAphelの行為名詞として定着していなかったことを想起されたい。米完

了相語幹となったCS　a．P．の代わりに，　Uのように新しいa．P．が生まれなかった。ただ一部の動

詞にCSの行為者名：la　nomen　agentisの形筑q曝OI6に由来する，　g⑳oko‘laughing’などが形容詞

としてあるのみである。

　以上から要するに，不定詞・分詞・受動態にかなり忠実なCSの形式が再現されていることは，

岡じ後期アラム語でもCSとかなり異なったバどロニア・アラム語や古典マンダ語に近い，　MEA

との穏違を決定的にするものであり，MCAの起源を強く示唆している。
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5．0．現代マンダ語（酸M）

　以下の詑述では，盲典ヤンダ語正書法の翻字は，慣行に従いゴチック体で示す。

5．1．書語名　慰界の真の知識manda（＝ギリシア語gn6s三s）を申心とするマンダ教

Mandaeismを信ずるマンダ人Mandaean（自称磁a磁a絵緬a磁a・：ja］）が用いる現代アラム語を

現代マンダ語MQdem　Mandaic（MM）と称する。この社会では聖職者nailuraiia［ra：ji：コ　‘（教

えを）守る入々’に対して平信従をmNndaiia［1－da：ji：1‘マンダ人たち’と呼び，西欧に知られて

いる宗教写本は聖職者の言語で書かれているのであるから，写本の雷語は「ナソラ語」Na§oraean

であるべきで，平信従の用いる現代アラム語こそ「マンダ語」Mandaean／Mandaicと呼ばれるべ

きであった。しかし，1953薙ルドルフ・マッーフR．MacuchがイランのアハワーズでMMを話

すマンダ人を発見するまで，彼らの生きた現代アラム語に無知で写本の雷語のみしか知らなかった

西欧の研究者は，後者をマンダ語と名付けていた。前者を「現代マンダ語」と呼ぶゆえんである。

MMの自称はマンダ語mandayi。

5．2．票　統　古典シリア語Classical　Syriac（CS）やバビuニアeアラム語Babylonian　Aramaic

（BA＞とともに後期東アラム語に属する古典マンダ語Classical　Mandaic（CM）の，かなり想実な発

展形である現代マンダ語では，現代東アラム語Modern　East　Aramaic（MEA）や現代西アラム語

Modern　West　Aramaic（MWA）とは異なり，来源究瞬は大きな閥題とならない。これは全歴史を

通じて少数派であった彼らの社会が他宗教による逡署により常に閉じたものであったため，言語成

立後他のアラム語と接触することが少なかったことによる。

5．3．文　字　写本の憲語であるCMは，マンダ文字を使罵する。この文字は，例は少ないが

MMの表記にも使用される。マンダ文字は，アラブのナバタK部族が北アラビプで用いたアラム

文字の発展形であるナバタイ文字Nabatae鋤scr呈ptの影響を受けたアラム文字の一種で，2世紀

頃から現在まで使用され続けている。この文字は母音記号を持たないが，BA以上に母音表護己に熱

心でhalqa（　・＝　cs　Alaph〃）・u－§enna（1waw／w／）・aksa（・　Yodh／y／）のいわゆる「読みの母」

matres　Iectionlsを多用する完全表記scriptlo　ple逓aであることが大きな特色である。なお，語尾一ia

・： el：コに注意のこと。マンダ文字でMMを表記すれぱ，磁常言語のアラビア語・ペルシア語の

スペルに影響されて母音のない不完全蓑記scriptio　defectivaで，しかも子音を混同するため理解

は容易でない。後述するド・モルガンde　Morganのテキストはこうした貧弱な状態を示している。

5．4．分布域・話者数　マンダ人は今H，イラクのチグリス・ユーフラテス下流で運河の多い湿

地帯や，イランのカルン川流域フゼスタン州アハワーズとホラムシャハル（上流のシュシュタルよ

り迫害のため移住）に注む。一部は都市にも進出している。霊として金・銀羅工や小舟作りに従事

しているが，現在両地域合わせて15，000人（1962年イラクで11，825人）くらいと見積もられてい

る。MMを用いるのはイラン側マンダ人のみであるが，その実数は不明である。両地域とも宗教
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雪語であるCMは聖職者と一部の知識人しか理解せず，イラクの平儒徒はアラビア語しか理解し

ない。イランの平信徒は，MM・アラどア語・ペルシア語を使用する。MMの話者数がごく限ら

れたもので死滅が懸念されている現在，イラン・イラク戦争による彼らの運命への影響が心配され

る。

5．5．歴　史　この言語の性格を理解するためには彼らの歴史を知る必要があるが，自らの歴史

霧を持たないので詳細は長く不明のままであった。最近クルト・ルドルフK．Rud◎lphらの研究

（i960－61，1978＞によりやっと判朋に近づいたところである。紀元直前の頃，霊知gnosisを根本

思想とするグノ～シス主義gnosticlsmに関心を抱くユダヤ教下層聖職者や知恵の教師らは，（特に

SUルダン川での）洗礼を重視する動きに深く関係していた。正統的ユダヤ教より，ユダヤの対W～

マ反乱（後1－2世紀）の頃圧迫を受けた結果，まずハッラーン琴arran（古名Carrhae，シリアに近

いトルコの町）に逃れ，更にパルチア王アルタバンArtaban田（又はN／V）治下のメディア地

方Mediaの由岳地帯（カスピ海南西部，ほぼクルディスタン東部）に移った。そこからメソポタ

ミア下流域（古代のメセネMesene・カラケネCharakeneなど）に広がっていった。この頃の初

期マンダ教と接触し相互に影響しあったのがマニ教Manichaeislnの開裡マニMani／Manichaeus

（276年頃没）である。かくして両大河下流のバビロニアに進出した後，新しい環境の下で伝承も

変容し，ヨルダン思もユーフラテス川に置き替えられた。以降，ササン朝・イスラム期を通して，

イスラム教・キリスト教・ユダヤ教からの長い圧追の歴史を経て現在に至っている。洗礼者ヨハネ

は敵対者キリストとの対比で真実の預雷者とされているだけであるし，洗礼もキリスト以葭の伝統

を受け継いだものであるから，マンダ教はキリスト教と何の関係もない。むしろ教えの中核はグノ

ー シス的二分法である。光の世界と闇の世界，魂とそれを閉じこめる肉体という二重の二分法は，

知識rnandaにより魂が救済され光の世界へ入るという形で関連する。

5．6．醤語史　以上の歴史を理解すれば，パレスチナ（後期西アラム語の領域）脱出以前の，彼

らの日常アラム語の中に非東アラム語的要素が存在したわけだから，後期東アラム語であるCM

の中に颪アラム語的・クムラン俳正統ユダヤ教団）的要素が残存していても不思議ではない：

manda（CM／MM）‘knowledge’，　gupna（CM＞／gufnき（MM）‘vine’，　ku蓉ta（CM）‘truth’に

対してCSはmaddE‘a，96｛etta，　qu漁である。また紀元繭に遡る閉鎖的民族の雷語として，公用

アラム9’90fficial　Aramaic（蘭700一前300／200＞の要素を残していることも嶺然の事実である。例

えば，（㌔ahba＞）zahba‘gold’と新しいdahbaの共存，＊尋＞q（＝［r］？，古代アラム語・公

用アラム語）〉‘の変化でarqa［ara］‘earth’の申にqが残っていることなど。だが，バビロニア

進出後そこの主要雷語たる後期東アラム語を用いるようになったことは，写本の言語であるCM

が，以前よりそこにいたユダヤ人のBAと多くの共通点を持つことにより疑いの余地がない。更

にこれを裏付けるのが，呪誰文書incantation　textsである。マンダ文字・ヘブライ文字（BA）・シ

リfア文字（CS）でササン朝期（下限600年頃）に書かれたこれらのテキストは，宗教的背景は異って

いても正統的宗教文書でない点でそれぞれの文語的規範からはずれており，多くの言語特徴を共有
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する。写本に日付を明記せぬこと，後世の追加の自由な挿入などのせいで年代特定は困難である

が，次のように区別される。

（1）畜典マンダ語～3世紀からイスラム麿1世紀罵7撹紀

（2）後期古典マンダ語Postclasslcal　Mandaic－CMを模倣するがアラビァ語語彙が混入

（3）現代マンダ語一一近現代の写本の奥付や手紙など少数の世俗的書き物，及び日常の話し言葉

5．7．MMの位澄付け既述のとおりMMは，後期東アラム語のCMの発展形である。従って

MMは広義の現代榮アラム語に属する。儘しCM／MMの中に，民族発生の経緯から必然的に公

用アラム語や西アラム語の要素が含まれることは言及した。他方，後期古典マンダ語の終末の時期

を特定化しえないが，文語として固定化されたCMに対して，　MMは変化が停止することがなく

無文字のままであった平信徒の話し言葉として，鷹接吉い歴史につながるものである。CMになく

MMにのみ存在する語彙（partonna‘flea’，アラム語ではCS　purta‘naのみに残る），　gi9－‘all　of～’

〈シュメール語GIS‘one’（クルド語gi蓉（t／k＞？），　kankuza‘chin’〈後期古典語ka脇疑za＜アッカ

ド語kanzuzu‘gums’（CS　kalzgza‘chin’），　boqw蕊‘sunset’〈撫代ペルシァ語（アヴェスタ）baγa

‘gocl’・vaga　‘wagon’などの貰代語からの借用語が今なお使用されていることは，バビcr・＝ア進

出後土着のアラム語を急速に吸収したことを雄弁に物語っている。

5．8．研究史　マンダ人の存在は，欧米においてイスラム教徒の著作での言及（「湿地のサービ

ー教徒」as一舞bl’atとかド沐浴する＆Mugtasilat，アラビア語イラク方言恥bb童・総称Subba）に

より知られていた。マンダ人への言及は1560牽に初出するが，17世紀になると学問的関心が蕩ま

り，ポルトガルの宣教師（「聖ヨハネのキリスト教徒」と考えた）が派遣されたり，写本も将来さ

れた。CMの本格的研究は，様々な写本を基にセム語学の碩学ネルデケTh．　N61dekeが著わした

文法書（1875）が出発点である。しかし実際の雷語的・民族学的硯究は英国のドラウアー女史E・

S．Drower（イラク側，1930年代より）とマツーフ（イラン側，1953年より）の現地調査の諸研究

から始まる。両者によるCMの辞書（1963）や，後者による伝統的発音に基づくCMの文法書

（1965b）の出版なくして，今日の言語磯究やマツーフとルドルフによるマンダ人来源問題解開も

ありえなかった。しかし，MMに関してはマッーフの文法書の中にCMと対照させて並記されて

いるだけであり，まだ独立した研究は存在しない。マッーフ以外にMMの研究者もいない状況下

では，死減に瀕しているMMの調査は緊急の課題である。

5．9。書語作晶CMによる多数の宗教文書が，幸いマンダ人のドラウアーに対する厚い信頼に

より出版されてきた。文学ジャンルはほとんど宗教に関するもので，詩歌も祈藩用である。前世紀

末ペルシアの調査旅行をしたド・モルガンが示す著しく信頼性に欠けるテキスト（1904）を除け

ば，MMに関しては，マツーフが採取しローマ字蓑記した民話が1話（1965　a）と前掲文法書に

付された短い獲常会話例があるのみである。

5．lG．辞　鍵　マツーフの前掲文法書（ig65　b）の付録にある英語一MMの語彙集があるのみで

ある。約3100語含まれる。MMのテキストが目下のところ二つしかない以一ヒ，語彙教は現地調査
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でもしないと増やしようがない。優しマツーフの振摘にある通り，簡単なB常表現にはこの数で牽

分であり，その他の必要はアラビア語・ペルシア語が補うであろうから，これ以上のMM語彙採

録が不可能であるとしても不思議ではない。

5．M．主要研甕書　MMに関しては次の三篇のみ。

　Macuch（1965a），　R．；The　brldge　of　Shushtar，　St”dia　seMitica　phi♂otogi，a　necnon　phitosophicα

10anni　Bakoj　dicata，　Br　atisZavα，　pp．　153－172

　　　　（1965b）；Kandbook・f・classical　and！n・dern　Mandaic，　Berlin

　Morgan（1904），　J．　de；Etudes　linguistique，　Ile　partie：textes　mandaltes，　Mission　scientifigue

　　　　en　1）erse，　tome　V，　Paris，　1）p．　273－286

参考のためマンダ人問題とCMの基本文献を挙げておく。

　Drower（1939），　E．S．；The　Mandaeans　of　lraq　and　Iran．　Their　customs，　magic　and　folki◎re，

　　　　0xford，　repr．　Lei（len，　1962

　　　　　　＆Macuch，　R．（1963）；A　Mandaic　dictionary，　Oxford

　N61deke（1875），　Th．；Mandtiische　Grammatik，　Halle，　repr．1）armstadt；1964

　Rudolph（1960　－61），　K．；Die　Mandきer，　L　Prolegomena：das　Mandtier　problem，　IL　Der

　　　　Kult，　G6ttingen

　－（1978）；Mandaeism，／c・7z・9raphy　・f　retigi・ns・XXI，　Leiden

　Yarnauchl（1966），　E．　M．；The　present　status　of　Mandaean　studies，　Joπrnat　of　Near　Eastern

　　　　Stttdies，　voL　　25，　PP．　88－96

6．0．MMの書語概要

　ドラウアーは現地調査でra伊a（MM・roe鱒‘9◎ssip’CS　re墜註‘murm疑r’アラビァ語　ra；anat

ilingo，　gibberish’）と呼ばれる［1語があることを知ったが，かなり劣化した状態だったので注意を

払わなかった。イラン側で調査しMMを発見したマッーフがイラク側マンダ人に颪接調べたとこ

ろ，既に彼らはMMを理解しないことを確認した。一般にBAにきわめて近い存在であるCMに

対して，MMはそのかなり忠実な発展形である。

6．1．音韻論　bgdkptの鷹擦音化規遡は，伝統的発音からみる限りCMはかなり乱れている

　（dは常に閉鎖音，他は語頭での閉鎖音を除き一定しない）が，MMはこの状態を反映している。

興味深いのはCMの抽象名詞語尾一uta〔｝u：，θa⊃がMMで一〇xtaになることである。マツーフは

dukta　［doxta］‘place’の類推によると雷うが，　MEA北方言（サラマス）のit＞u　，uxを想起させ

る（1．9．項を見よ）。強勢は語末より第2音節にある。

6．2．人称代名詞独立形　3・2人称複数で性の区別を保持していることが，MEA・現代中部

アラムth　Modern　Central　Aramaic（MCA）と異なる。3人称には遠指示代名詞が用いられる。

79



環代アラム語概観⇔：現代中部アラム語・現代マンダ語。現代西アラム語

sg． PL瓢， pL董．

3 h長x～護 ha轟nOX～難anni hannex～han盛

2 at att◎肴 atten

1 an（a難a） a飛了～enτ（a醜）

人称代名詞独立形

6．3．人称代名詞接尾形A、・A2人称代名調繭接形に由来する接尾形A、は次の通り。これら

の形はCM独立人称代名詞に基づくことは明白である。但し2人称複数は一般にコブラext・によ

り代用される。3人称単数yeμは，マツーフによれぱペルシア語のydyi　waijdatと関係があると

されるが，これをye！iと閣係づけるのは説得的ではなく，特に1は再検討が必要である（6．IO．

項，特に末尾を見よ）。用例はコブラ（6．9．項）参照。

sg． pl．

3 ye（吻　　影の 難0喬

2 yaも （to轟）

1 na（n） nfn

接尾形Al

未完了相活用語尾としての接尾形A2は，衆完了柑語幹となったa．P・（αbs．st．）の語尾とCMの人

称代名詞独立形前接形の形態音韻的変化の結果，接尾形A、と異なる次の諸形式を持つ。

sg．
P圭．

3 φ伽）　　　aの en

2 et eも毛δn伽）　etten（∫）

1 n護 en頭ほ）

接躍形A2

6・4．人称代名詞接尾形B　CMでは複数名詞に対する壕昆形の一般化によりBA・MEAと岡

様に名詞の数の区別が中頼していたが，MMでは名詞の複数語尾一anの一一ee化に伴い数の匿劉が

可能となった：kodaβ4‘his　book’；ke蕊β一an－1‘his　books’。この珍しい復古的傾向はMMの大

きな特徴である。

sg． pl．

3 獅）aの；②yd勲）fdaの ゆ）eの；（琉；②fdu

2 ax吻）ex（め X・ゆ）xenの；①伽X・n（惣）exe・（め

1 e；②沁 an

接羅形B
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接尾形B（上衰申①②以外）一名詞に接尾される。

接尾形B’（上表中単数では②以外，3・2人称複数では①）一一〈a＞前置詞〈b＞gi§－d－‘all

　　・f～’〈c＞動詞（目的語）〈d＞ext－／lext・‘he　is（n・t）～’・ehl・11ehl・‘he　has（n・t）～’eこ接尾

　　され人称・性・数を示す。

接尾形B”（上表中3・1人称単数と3・2入称複数では②）一一〈a＞独立所有代名詞｛ald・｝

　　＜b＞－d・を介して接尾形Bをとる前置詞に接尾される。

6．5．独立所有代名詞　dil－（CS，　CM）でなくd恐の発展形｛ald・｝を持つ：3．sg．m．　ald1δi・＝

al・did－i‘his’，その他の人称はald－。

6．6．指示代名詞　CMと異なりMEAと共通する現象を示す。非生物名詞の複数にはhaを除

く単数形が用いられる。指示代名詞は形容詞的用法の時，名詞に先行する。

sg・ P1．

‘this’ 護～h註～曲琶 a為nr～ha糞nτ

‘t塾at’ h議x～議x han…＠）h・・nex（あ；axnf伽加

指示詞

6．7．疑問詞　mtt（CM　ma，　raa・ku，　mu）とqa－mitはMEA（U）に平行形を持つ（2．2．8．項，

MCAはqay）。但しqaは独立形としてはqam（CM・MM）‘for　the　sake　of’であるから，　MEA

の前置詞qぎ‘to，　f◎r’の来源を証明する貴重な存在である。hem＜CM　kamRia，　hamnu（

＜＊hay．minn．eh淺h6n‘which　of　it！them’）；kem＜CM　kma［kemma］；now‘e〈アラビア語

naw‘‘ way，　manner’；elya・・CM　lia＜＊1－’aジto　which’；hemd護くhem十　‘dan（CM‘time’）；kee

〈CM　k9‘as，　like’。

伺 誰 どれ いかに どこ いつ どれだけ なぜ

㎜｛玉～凱0 猟a熟 he猫 ke猟，　hem捻・W‘e ely議 繋e五n面 kee　ke撫 一冊qa‘－mu

疑問謁

6．8．関係詞　CMの関係詞蔭［ad］は消失し，　keが登場した：hannex　ke　qo－mzabn－en　halβ一if

‘those（f．）who・sell　their　milk’。前者は現在，借用語及び幾つかの繭置詞に接尾形8を付す時の接

申辞一d一として残るのみである；kef（アラビァth　kayfa‘how’）・d－ax‘your（M．）good　cheer’；

qam・d－ax‘for　you’。　BAでkad（CS　ka嚢，　CM　k¢［ke；δ1k頓・δコ）と平行し．て用いられるkl‘at

the　time　when’のように，口語として葎在し続けた＊kl（〈k6‘like；as’＋　z！df（麗係詞），公用ア

ラム語・聖書アラム語‘llke出at　which～’）がMMで突然関係詞keとして現われることはかなり

衝撃的である。その他の統語的用法もBA　kiに類似しているので，パルシア語ke（who？；that

（conj）；人称代名詞と共起して関係詞）とは偶然の一一’ewである。
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6・9・コブラ　CMで一般的であったait雛9コ＋接尾形Bは消失し，　CM‘ka⊂ekka］‘there呈s’

（〈’ii（there三s）＋kS（here），　BA’ikka）に関係一aS　－d一を介して接尾形B’を鍍尾する形式ext一が

登場した。MEAにBA’ikk2は現われないので，これはMMの特徴である。rAはBである」の

表現には，その他，人称代名詞独立形に由来する接尾形A，など次の三つの表現形式が存在する。

次表中の形容詞の位相は，次項6．10．を見よ。

主　　　語 述　　　　語 形容詞位掘

1．接尾形A1 人称代名講独立形は省略可 一語のみ；二語の時接尾形A1を反復
abs，st．

H，exレ接尾形B 聖
1 一語又は一語以上

abs．st．

皿．　　φ 入称代名詞独立形に鰻る；省略不可 形容詞のみ de£．st．

コブラの表現形式

次の用例申，述語の部分は〔〕で示す。

1の例：gai3r5　〔三eβir一φ〕－ye‘the　man　ls　nlce’

　　　　enl〔rab一φ〕一職i　u〔basim一φ）－ni‘we　are　great　and　charming’

　　　　〔ke斑〕－yekef・d－・x‘h・wisy・・rg・・d・cheer＞h・wa・ey・u？・

莚の例：（hax）〔§9βir一φ〕ext・1‘he　is　nice’

　　　　hax〔gaβra　rabb設コext－i‘he　is　a　great　man’

　　　　man〔hemke　hax　gaβra〕　ext・1‘who　is　like　that　man？’

阻の例：hax〔§aE3ir－a〕・φ　‘he　is　nice’

　　　　atteR〔rabb－aM＞φ‘y・tt（pt．f．）are　great’

1の接尾形A，において2人称複数は一般に用いられないので，liにより表現される：（atteB）

baS言m・・iP　－t・・（i　）一（att・・）ba・fm一φ・Xt－・X・n（の‘y・if（〆≠）are　C熱・・mi・g’．又〃．は3．

pl・もHによる：ge喜el一φext・ポthey　a∫e　killed’。否定はlext・（CM　like　［lekkal‘there　is　not・）を

用いる：β　ad・ex　mend・i　lext・1‘y◎ur（sg．f．＞work　is　not　a　thing’。上記のコブラ表現形式は時制

を持たないので，動詞～／廊ア‘to　be’の活用が過去howaと未来qa・hAwiを表義する：δka　rab

qa，hwレna，　qo§en　qa・ieβe§・na‘when　I（shall）be　big，　I　shail　be（lit．　wear）asoldier’。

　尚，所有表現はehl・（否定Iehl・）＋接亀形B’によりボされる：CM‘重埴〔3　e嬉lthere　is　to

him＞he　has’＞ehl・i。＊θ＞hに注意。

6・10・名詞゜形容詞　BAよりも位相を比較的良く保存していたCMの傾向を受け継ぎ，　MMは

新たな形で位根体系を形成した。これは，男性複数語尾一蚕nの一般化と，関係詞d一の消失による

構成位相の強化（属格構成（2＞・（3）の消失，2．3．1．項参照）の結果である。位相体系はMWAも良

く保存するが，構成原理と用法はかなり異なる（8．9．項参照）。マッーフ（1965b，　p．206）は名

詞・形容詞の位相語尾をまとめて一覧袈にするが，両者はMMで異なるので本稿では分離して扱
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う。一般に彼はCMの枠組でMMを記述するので後者の特徴が十分明らかになっていなかった

り，資料が不十分なのか必要な例や情報に欠けることが多い。従って以下の記述は彼のものとは多

少異なる。

sg・
P玉，

abs．s£． CS七．st det．st． abs．st Cst．st。 det．S乞．

頂α。 φ；f φ；e 盃
　　　　＿　　　　　　　　幽

　an一圭

，，－F辱一，一一一一一，一一一一一

　議e－i
f
． 5 ae°ee　　　，

語

　anゆ
冒■一置噛■一曹一一幽一一一虚一塵一

　　aθ一φ

　　轄
　　an－a

幽曹「曹齢鵬「，臼・齢”齢脚”鵬P騨

　　護e－a

名調の位相語鷹

私調の一般的形式はdet．st．であり，　abs・孤は個有名講・副詞的表現・否定文・k◎1（every）の後等

で用いられる：ygma‘a／亀he　day’；yam　qa－yum‘day　by　day’。しかしこの区別は厳密でない。　abs．

st．ψはペルシア語のydyi　waijdat（不定名詞語尾1）から借用され，不定性を強めるものであ

る。複数は語屠翻の～般化のため必ずしも控と語尾形式とが一致しない。cst．st．－eはペルシァ

語ora－yi　i4afah（セム語のnomen　regensに根当する語の語尾一e）の借用に他ならない。　det．st．

－aも無原則にnomen　regensになりうるので，属格構造には次の三形式が存在する：kedaβ一φ

（book）gaβra（man）；kodaβ．e　gaβr5；kodaS－a　gaβra‘ξhe　book　of　the　man’。この順に頻度は

低下する。

　形容詞はマツーフのデータを整理すれば，次のようになると思われる。表申（）内はP．P．の

形である（後述）。

sg・ pl．

abs．st． de七．st． abs．st． det．s£．

看　狙．

φ；f 銭

f
． t；（a／φ） 語；（a）

φ an－a

形容詞の位相語罵

cst．st．はない。限定的用法の時，先行する名詞と一致する（複数・∫．♂砿5≠．の例なし）：

mend－1§βΣ頁‘agoo戯hing’，　yfim－　ip妄蚕βイ　‘agood　day’。しかし特に女性名詞においてsg・det・

st．はabs・st・で代用されることもある（マツーフによる，しかし少くともMMでは再検討が必

要）。

　叙述的用法は，古くからのアラム語の規則通りabs・st．を取る（例はコブラ6・9．項）。従って

hax　goβir－a（det・st・　＝プラ鋤は本来‘he　is　the　nice（man）’である。代名詞・動詞と異なり，コ

ブラの述語としての形容詞は8．sg．f．を除き性の区別をしないので，その語尾は一般に一φ。3．sg．

f一の場合のみ次の五形式を持つ。
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（1）コブラ1：e9％　raf－t（abs）－i（A，）‘the　weman　is　great’

（2）コブラil：ae6efi　raf－t（abs．）ext－a‘th三s　woman　ls　grea毛’

（3）コブラ斑；hax　raf－ta（det．）‘she　is　great’

　動講の非定形である分詞が述叙的に用いられると，後期アラム語では形容詞と岡じくabs．∫’．を

取った。従って，MMのρ．P．もコブラli（ext－）と共に使用される時の∫．　abs・st・には，予想さ

れる＊gelil－tでなくCMからの古い！．　abs．st．語尾一aを持つ9p！il－a‘kilied’が残り，しかも一

般の形容調と異なり3・sg．だけでなく2．sg．においても性を区別するために使用される。次例を

上の②と比較せよ。

（4）コブラ∬；ge誓ll－a（abs．）ext－a／ex‘she　is／you（f．）are　killed’

更にρ．P．がコブラi（接尾形A、）の構造で使馬される時3・sg・／．が取るべき∫．α65．5彦．はge．｛il一φ

である。

（5）コブラ1：eeea　g・盛φ一i‘the　w・man・is・kllled’

　これは動詞的性格の強い叙述的用法のP・P・があくまで吉来のabs．st．－5を保持しようとした結

果，CMの女性語tz　＄－tl（後述）の誤分析より発生したMMの新しい∫．　sg．abs．st．・tの接罵を振

否したためである。従ってこの・tと一i（接尾形A，）の発生が二次的であることを示駿するもので

ある。P．P．の女性語尾一tの推否は徹底しており，限定飯権の女性名詞を修飾する際も一tは現わ

れない：eeea　geiil－a／9β三r－tfi’　the　kMed！nice　woman’。この例は一欄のみであるが，位棺の交替

（マッーフ1965b，§246）でなくp．p．の動調的特性に由来すると思われる。

　周知の如く女性語尾贋はf．sg．det．st．－t2の変異形としてBA・CMで既に出現していたが，

i～2緬の名詞を除いては10個前後の形容詞に限定されていた。C．　Brockelmann（GVG，　p．225）

のように女性語尾（a＞）eの接尾と晃るか，C．　Levlas（Grammar　l90◎，§§69，988）のように

imala（a＞e＞i）と考えるかは尉として，ネルデケ（1875，　p．155）の言うように，なぜ若干の形

容調のみこの形を持つのか不明である。しかしMMの・£fは形容詞の叙述的用法語尾として定着

（マッーフ1965b，　p．156）しており，唯一のテキスト（周1965　a）の中にもこの語躍の限定的

絹法は皆無である。従って，以上のコブラの述語としての用法分析を通して知られるように，MM

では一tlw－t（f．sg．abs．st．）÷－1（接尾形A13．sg．f．）と意識されていることは明白である。こう考え

てのみ次の文は理解可能である：agodar（f・）〔ald－oxon〕・i‘this　ford　is　yours’。少くともBAに

は隈定的用法の例も存在するが，－Sの来源はydyi　Waijdatでなく，後期アラム語の人称代名詞独立

形hプshe’のコブラ的驚法に遡るのかもしれない：eega§efSir・t－i’〈＊9g　iS　lr－tA　（．def　．〉誼　‘the

woman　is　the　nice　one’。マツーフ　（1965　a，　P．168）の翫挽rat〈abs．）raf－t－e（y＞・yaビyou　are

my　big　daughter’も＊baratt・6　raf・t蚕でないその統語的異常さ（〔名詞÷形容詞〕＋接尾形B’）を考

えれぱ，あるいは〔b含τat　raf・t・1＞yat‘yo登are　a　g重rl　who　is　big’であるかもしれない。
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6．　11．　璽力詞筆巨織

Pea蓋（＝U王） £師ee1（珊CAIpass．） Pae蓋（＝・UBi） E出pa竃1（＝瓢CA冠pass．〉 Apわe1（繍U慧2）

未完了搬磁P£． qa－9議宅el－A2 q距meg婦一A2 耀o－mもarrex－A2 qa－m緬m騰aズーA2 qa魂勘hreβ一A2

完了櫨Perf．
ge宅a1－X　　e

egちeレX barrex門X eka醗mar＿X ahreβ一X

命令形lmPt． ga～ol
egtel　　　・ barrex ek蚕塒膿ar ahreβ

能動分詞a．P． 9薮些el 魏e襲e／a｝ （a）馴鷹barrex （o）m蓋蹴撮ar 盈ahreβ

受動分詞P．P． ge～el～ga誓r韮 （e＞短barrax

慧　味 to　kill to　be　ki韮1ed toもleSS もocome　back to　destroy

動詞組織一覧

時剃では完了彬にCMの完了形が残り，P・P・＋1・（＝Uの完了枢）はCMでもCSほど多用さ

れなかったため，優勢となれなかった。末完了相には｛qa｝＋aP．＋接尾語形A，に由来する形式

が現在・未来に用いられ，MEA・・MCAと岡様に未宗了形（CM　nir・9tul）を駆逐した。完了相活用

語尾Xは次のとおり（藷幹は母音語尾の蒋ge11－）。CM語隠に忠実に遡る。

sg・
pl．

m f
孤

f

3 φ at 　冊yon 　一
ya識

2 £ ft to賑 ten

1 ft nf・

完了相活絹語尾X

　一方，派生型のうち能動型はすべて保存されているが，再帰型Ethpeel・Ethpaalの・レはBA

のように第1語根に岡化することにより脱落した。頻度の高くない再帰型は対応するPeal・

Paelと混同されるし，　Aphelのそれ（Ettaphal）は存在しない。それゆえ，受身は次のように表

現されることの方が多い（6．1◎．項後半参照）。

未完了相（qa－megtal）＝〈a＞P．P．十接尾形A1（getTl－ye），又は

　　　　　　　　　　〈b＞P．P．　÷・xt－（9・tel　ext－i）

完了相（egtel）…p　．P．＋～ズ厨‘to　be’の完了棚（getel　howi）

　一部の状態動詞は，この受身表現と岡じ彩式により蒔糊を蓑現する：§exeβye　（未完了椙）

‘he　ls　asleep’；§exeβhowa（完了相）‘he　was　asleep！slept．’これは後期アラム語の段階でもよ

く知られていた，P．P．の能動的用法の反映である。尚，状態動講の区別についてはMCA（4・10・

項）とMWA（8．11．項）を，　P．P．の用法についてはMEA（2・4・4．項）を参照せよ。

　P．P．は，　CM・MMともにCSのように・a－a一であり，BA・MEAのような・u－a一はCMに数
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例見られるのみである。CMの不定調はBA・MEAと同様に・a・u－1を持つが，　MMの不定詞は

マツーフが言及しないので不明である。おそらく単純な表現にしか用いられないMMに不定詞の

必要性がなく，消失したと思われる。いずれにしても，コブラ・～砺による複合時綱が，受身

表現に代替的に用いられるのみで発達しなかったことに着目せねばならない。

6．12．アラビア語・ペルシア語の影響　語彙のみならず，比較級語尾一tarのペルシア語からの借

用，eβad（to　do）・tamm5（te　become）・meha（to　strike）を用いる借用表現（ペルシア語

kardan・ξuda鷺・zadan　＝＝アラビア語daraba）の存在は，近接雷語の深い影響を示している。

7．0．現代西アラム語（MWA）

7．1．言語名　後期西アラム語につながる唯一の現代語である現代爾アラム語　Modern　West

Aramaic（MWA）は，発見者フェレトJ・Ferretteと，現地調査したパリゾM．D．」．　Parisotにより，

シリアのアラム語であるゆえに新シリア語Neo－Syriacと呼ばれた。しかし後期東アラム語である

貰典シリア語Classlcal　Syriac（CS）を連想させるこの呼称は，ネルデケTh．　N61dekeによる西アラ

ム語的特徴の指摘以来用いられなくなり，地名を入れた次のような名称が使用されている：マアル

ー ラの（新）アラム語方露（neu－）aramsischer　Dialekt　v◎n　Ma‘回a，新後期アラム語das　Neu－

Jungaramaische，アンチ・レバノンの新西アラム語方書neuwestara輔ische　Dialekte　des　Antili－

banon，レバノン・アラム語　Libanon－Aramtilsch，現代シリア・アラム語Modern　Syrlan　Aramaic。

本稿では，　諸アラム語が混在する中近東で地名を用いるのは不適切であるから，現代東アラム

語Moδem　East　Aramaic（MEA）との対比が開瞭な現代西アラム語どいう用語を使用する。自称は

シリアth　siry6nである。

7．2．分布域・話者数　ダマスカスの北，レバノン国境に近いアンチ・レバノン山脈申でダマス

カスーホムス道路を西｛遡に入ったところの3ケ村で用いられる。申心の村マアルーラ醸a‘慰aは

ダマスカスより直線距離で約42㎞，パフアBab‘aはマアルーラの北北東約7㎞1，ジュッブ・アデ

ィーンGubb‘　Adlnはマアルーラの西南西約5㎞にある。レーシュS．　Reichの調査（1936年）で

は，マアルーラの住民はギリシア合同教会派Catholic　Greek”Byzantine　Uniat　1235人，ギリシァ

正教ft　Orthodox　Greek・・Byzantine　Orthodex　540人，ムスリム178人討1953人であり，パフア809人

とジュッブ・アディーン1037人は皆ムスリムである。総計3799人の他にダマスカスで働いている者

もいたからもう少し増えるが，この調査以降新しい資料は皆無で話者数の増減も不明である。山長

北帯とは言え首都に近いのでアラビア語の影響が一層強くなっていると推定されるが，パフアで1

955年，ジュッブ・アディーンで1971年夏方苫調査が行われているのでまだ話者は存在する。

　フェレトの報告以前にも，18雛紀の旅行者により生きたアラム語存在の伝閲は伝えられていた。

シリア経由で帰国（1765－6）　したニーブールC。NiebuhrやヴォルネイC．F．Ch．　Volney（178

3－5），ブラウンW．G．　Browne（1792－8）によれば，上記3ケ村以外の近隣の村が含まれている。
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ほぼ一世紀後のプリムE．PrymとゾチンA・Socinの調査（1869年秋）には含まれていないの

で，この聞にアラビア語と交替した可能性がある。それらはセドナーヤSednaya（1184年の記録あ

り），マアッラト・ル・バーシュMa‘arrat　el－B蕊，アイヌ・ッ・ティーネ‘Ayn　et！貰neである。

7．3．歴史・系統問題　これらの村落が過去においていつギリシア正教会になったのか不明であ

るが，当初は古い東方教会のいずれか，多分ビザンツ皇帝派（後述）に属していたものと推定され

る。ちょうどキリスト単意論マロン派Monothelite　Maronite（キリストの申に神と人閥に分裂し

ない一つの働き・意志のみが存在するとの立場，680年異端とされるが1182無以降ローマの権威を

認めた）が北シリアのオロンテス川付近に起源を持ち現在レバノンにいるにもかかわらずCS西方

言を典礼用語，アラビア語を膿常用語としているように，マアルーラでも長くCSが典礼語であっ

た〈現在はアラビア語）。

　しかし典礼語としてのCSも自称㌧リア語」も彼らの醤語の本質を表わさない。次項に見るよ

うにMWAは疑いもなく後期西アラム語の発展形であり，後期東アラム語のCSとは全く異質の

ものである。従って粟方教会の複雑な歴史の中でCSをいつの頃からか教会用語として採用したも

のの，日常語はユダヤ人・キリスト教徒・サマリア人の用いた言語と同系の，パレスチナー帯に広

まっていた西アラム語を現在まで話し続けているとみなさなけれぱならない。

　この意味でキリスト・パレスチナ・アラム語Christian　Palestinian　Aramaic（CPA）：Syro．

palestinian（6－i3世紀）が場所年代ともに一番近いと推測されるが，　CPAの用いるシリア文字の一種

（初期のエストランゲw－Estrangel6に似ている）を知らないしその写本も持たないようである。

CPAは，おそらくユスチニアヌス膏（527－565）の非キリスト教徒弾圧の崩で強制改宗させられた

ユダヤ人が，ユダヤ地方北方で形成したどザンツ皇帝派・メルキタイMelchite（他の東方教会と

異なり451奪のカルケドン公会議の決定と皇帝の立場を支持する〉に属する小さな教國の言語であ

る。従ってCPAは当時（6－8世紀）の後期爾アラム語を申核としているが，その串には当然のこ

ととしてユダヤ人社会のラビ・ヘブライ語Rabbinical｝HebrewやタルグームTargumの影響が見

られるので，CPAをMWAの薗接の祖先とみなすことは不可能である。宗教的に見れば，ギリシ

ア正教（後世のイエズス会などの干渉で多数が合同教会派になる）の彼らが盤帝派に近いことは明

らかであるが，典礼用語はCAPとCSの間で決定的な相違がある。

　園下のところ，バル・アシェルM．Bar－AsherによるCPA写本・文法研究（1977）のような後

期酋アラム語の確実な資料がそろうまでは，CPAと比べるパリゾの努力にもかかわらずマアルー

ラのMWAの来源究明も決定的となりえない。

7．4．MWAの位置付け　以上の理由で，　MWAは次の諸点を先行する後期西アラム語と共有す

るという一般的な表現で，今のところ満足せざるを得ない。本稿で比較する後期西アラム語は，特

にCPA（バル・アシェルによる〉とことわらぬ限り母音が比較的に確認できるユダヤ人のガリラ

ヤ・アラム語Galilean　Aramaic（GA）＝　Jewish　Palestinian　Aramaicである。GAでも母音不明なら

ば星印（＊）を付す。
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MWA 後其晒アラム語（GA＞ 後期東アラム語（CS） 公用アラム語／聖書アラム語

｛1陳完了形3人称接頭辞　　　　　　　　　　　　’

y－（接続法） y一 n一 y－（／1－）

（2昧完了形＋人称黙的誰 y遜unq－en距e y－ktb－yn－yh ne噸益レ曲／rw（hy）
’益＿h6d6‘＿in矯＿eh　　　　営

｛3｝　‘to　see’
ehmiく＊hmf　　r　　　　　　　　　　　　　．

h
盃
m
盃
●

　曽曽xeza 埴z鼠

凶　　‘under’ err歌‘く寒e裂一ra？ 16＿ra‘ 16＿taxt　　　圏

t6樋

〔5｝　‘todaゾ
1田6δi　　　隔

y6m議曇6n yawm盗n（a）く＊yawm巨d6磁　　　　　　　　　　　　　　　　雪

yw雛’znh

　　　　　　　　　　　　　　　　MWAの覆アラム語的特徴

（2）は左より順に‘（that）he　chol｛e　it’；‘he　wrltes　lt’；‘he　kills　it’；‘hnform　him’。－ennfinn一は本

来未完了強調法の語尾n疑nenergicum（ネルデケのnun　epenthetlcu類a）であり，聖書アラム語では

要求法でなく藏接法に現われる。従って西アラム語では薩接法が一般化し，東アラム譜では要求法

が広まったと言える。

　尚，完了椙・接続法以外の述語に対する否定詞衡は，MEAの不定形容詞cu麟u3　no’（〈クル

ド語ハカリ方言chu）に似ているため，過去におけるMEAとの関係を示唆する人もいるが，現代

中部アラム語Modern　Central　Aramalc（MCA）に存在しないことや直接的接触の可能性が薄いこ

となどにより，その可能性は無い。GA・CPAのコブラ否定講＊lay茎湘e重は人称代名講独立形を接

尾する（CSでは接毘形B）。ゆえに＊16レhポ宝t　l脇oゼ＞les9＞156u＞6u。一一般wc　Sは保存されるが，

事情は異るにしてもζaqLi乙く＊§a確逡（GA§5qal－t）‘you　took’，　eりm泌〈＊h5ml－t’　’y◎u　saw’，

ibhekGA　b6heゼhe　was　ashamed’のようIC　S＞6の例もある。無理も少しあるが，他の提案より

は蓋然性が高かろう。

7．5．研究史　フェレトの報告とそれを詳細に検討したネルデケの砺究（1867）の後，プリムと

ゾチンが現地で多くのテキストを採録した（1869）が，すぐには出版されなかった。フェレトの報

告は短い主の祈り（マタイ伝6：9－13）の訳を申心とする簡単なものであるが，ブリスFJ，

Blissは名詞と動詞の変化，短い文例も含むものを集め（1888）て発表した。文法・藷彙の全容は

フランスのシリア調査嗣の一員であるパリゾの調査（1896－7＞により明らかにされた（出版189

8）。これは地誌も含む意欲的な磯究で，後期西アラム語のCPAとの比較も試みているが，不正確

な音声表記は醗究の十分な基礎となりえなかった。その後，三國にわたる（1914，1919，1930）調

査で当時珍しい録音板に集録したベルクシュトレーサG．Bergstrasserは，霞らのテキストととも

に埋もれていたプリムとゾチンや後者の弟子シュトゥンメH．Stummeのテキストをも編集して

患版し（1915）たり，詣時入手可能なすべてのテキストを対象にした語彙集を編纂した（1921＞。

これらの信頼性あるテキストを基に，ベルクシュトレーサの弟子シュピターラA．Spltalerが師の

他界直蘭にミュンヘン大学懸賞入選論文として，マアルーラ村方書の文法を完成させた（患蔽1938）。

彼はレーシュによる調査　（1936）　の結果をその公刊　（1937）以蘭より利用し，疑問点を現地

で確認して貰うという方法で磧究したので，自らは現地を踏むことなくともMWA唯一の文法を
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著わすことができた。しかし直接話者に対する対面謝査をしていないので名認・動詞のパラダイム

が不完全（複数の語彙を用いる）である，不必要に通時的視点が多くその比較対象の蜜期西アラム

語（GA・CPA）資料も時代的制約により信頼性が無い，記述の枠組に後期亜アラム語のそれを用い

たためMWAの文法枠組がよく掘めない，統語論がない，さらに彼の弟子が師の不適切な文法を

墨守して調査の機会があるにもかかわらず記述文法を著わさなかったこと，等々がその後の研究を

大きく制約した。第工次戦後やっと現地調査した（1955）シュピターラは，マアルーラとパフアの

テキストを採録したが，その後は弟子にまかせたので，統語論はコレルC．Correllが完成した

（1978）。

　一方他のニケ村の方言は，2902年パリゾが短いテキストを発表したが方法論上の問題があり儒頼

できない。本格的調査はレーシュの採録テキストとそれに基づくシュピターラの短いまとめ（1937）

のみであった。　ずっと後になりコレルは師とレーシュのテキストにより，　パフア村方言の文

法・テキスト・語彙をまとめた（1969）。ジュッブ・アディーン村方言も別の弟子カンタリノV．

Cantarlnoが調査し（1954）テキストを出版した（196i）。しかし誤植・誤解も多いとの理由で，

コレルが再調査（三971年夏）し，マアルーラ村方言統語論の付録として文法・テキスト・語彙をま

とめた（1978）。発見以来100奪以上経過してやっと信頼ある基礎資料が整ったばかりである。だ

が，マアルーラの記述文法もなく，他の二方書も不十分なシュピターラの文法によりマアルーラと

の相違のみを記すという状態なので，実質的研究はこれからである。

7．6．雷語作品　少くとも聖職者は典礼語であるCS西方言のシリア文字セルトーserl6　Cひ

っかき跡’）に精通していたのに文字化の努力をしなかったし，イエズス会もそこまではしなかっ

たので文字化された誘語作繍は残していない。西欧の研究者が雷語学資料としてローマ字表記で採

集した民話・伝承・民族学的テキストがあるのみである。いずれも文学作品にはほど遠い。

7．7．下位方蓄の蒋徴　マアルーラ（M），パフア（B），ジュッブ・アディーン（6）相互の方

言閥係は，最大のM方言の詑述文法すらない現状では十分明らかにしえないが，シュヒ゜ターラの小

論（1937）とコレルの砺究により，主たる特徴を次に掲げる。

　（1）＊kの対応関係　（2＞関係謁　（3）入称代名詞接尾形1人称単数　（4）岡2人称複数男性　（5）同3人

称複数男性　（6）新abs．　st．複数男性　（7洞女性　（8）‘what’（9）‘wh◎唾㊤コブラ過去形w・と動詞活

用形式Yの接頭辞の位置関係‘Iwas’。文法術語に関しては8・0．項以下の説明を見よ。

1 2 3 4 5 6 ア 8 9 10

M k εi i～φ
h
u
n
口

un 1～φ a鷺 撮δ 三ηδ遼 w除δb

B k 6三 φ
h
u
n
一

un φ φ 狐展 ma漁 nw6b

V
G 乙 　　　Vti～ci ai～φ hun～h猟騨 un一φ φ φ m註 man ？

下位方言の特微
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7．8．評　醤　ベルクシュトレーサのマアルーラ方雷語彙集（1921，書名は次項を見よ）がある

のみ。活字でなく手稿そのままの印劉であり，語根配列に似た子音配例であるので，いずれかの後

期（西）アラム語の知識が無ければ利用は困難である。この出版以降のテキストの語彙はカードを作

ったり，他のアラム語辞書を利用したり，アラビア語（シリア方言）の辞書を参考にする。他のニ

ケ村の方雷は，コレル（1969，パフア村）と同（1978，ジュップ・アディーン村）に簡単な語彙集

があるのみ。

7．　　9。　三≡三要概究醤

Bergstrtisser（1915a），　G．；Neuaramtiische　M5rchen　und　andere　Texte　aus　Ma　‘　litla　hauptsachlich

aus　der　Sammlung　E．　Prym’s　und　A．　Socln’s（Abhandtungen　ftir　die　Kunde　des　Morgen♂andes

＝：AKM，　Band　XII1，Nr．2），　Lelpzig，　repr．　Nendeln，　1966

　　　　　　　（1915b）；Neuaramaische　Marchen　und　andere　Texte　aus　Ma　‘　IOIa　ln　deu£scher　Ueber－

　　　setzung　hauptstichlich　aus　der　Sammlung　E．　Prym’s　und　A．　Socin’き（fU〈M，　Band　XII1－Nr．

　　　’3），　Leipz三ng，　rel）r．　Nen（至eln，　1966

　　　　　　　（1921）；Glossar　des　neuaramtiischen　Dialel《ts　von　Ma　‘　1貢la←AKM，　Band　XY－Nr．4），

　　　Lelpzlg，　repr．　Nendeln，1966

Bliss（1890＞，F．」．；Ma’lula　and　its　dialect，　Palestinian　Expteration　Fund，2uarter！y　Statement，

　　　PP畢　74－－98

Cantarlno（1961），V．；Der　neuaram装ische　Dlaiekt　von　Gubb‘Adm（Texte　und　Uebersetzung），

　　　Chape1｝｛三董至，　N，C．

Correli（1969），　C．；Materlalien　zur　Kenntnis　des　neuaramaischen　I）ialekts　von　Ball‘a，　Inaugu．

　　　ral一王）issertation，　Mifnchen

　　　　（1978）；Untersuchungen　zur　Syntax　der　neuwestaramalschen　Dlalekte　des　ARtillbanon

　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（Ma‘lifla，　Ba塾‘a，　Gubb‘Adin）mlt　besonderer　BerUcksichtlgung　der　AusWirkungen　arabis．

　　　chen　Adstrateinflusses　nebst　zwei　Anh5ngen　zum　neuaramaischen　I）ialekt　von　Gubb‘　Adln，

（AKM，　Band　XLIV－Nr　．4），　Wiesbaden

Ferrette（1863），J．；On　a　Ne◎・Syyiac　Ianguage，　still　spoken　ln　the　Anti－Lebanon，　Jour？zat　of　the

　　　R（ryal　Asiatic　Societ：ソ，　vol．　20，　PP．　431－436

N61deke（1867＞，Th．；Beitrtige　zur　Kenntnlss　der　aramAischen　Dlalecte，　Zeitschrift　der　deutschen

　　　Morgenlttndiscんen　Gesettschaft，　Bd．　21，　S．　183－200

Parisot（1898），M．D．」．；Le　dialecte　de　Ma‘lula．　Grammalre，　vocabulaire　et　textes，　Joun；aZ

　　　AsiatiQue，9e　S6rie，　tome　XI，　pp．239－312，440－519；tome　XII，　pp．124　一　176

　　　　（1902）；　Le　dialecte　n60・syriaque　de　Bakha‘a　et　de　Djub‘adin，　Jour　zal　Asiatiqπe，

　　　　ge　S6rie，　tome　XIX，　pp．51－61

Reich（1937），S．；Etudes　sur　les　vil星ages　aram6ens　de　l’Anti・Liban，（Docgments　d’2tndes
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orientates　de　t’1nstitttt　F　rangais　de　Damas，　t（ηπe　VI1），　Damascus

Spitaler（1937＞，A．；Die　neuaram銭ischen　Dialekte　des　Antiliban◎n，　ZgitschTift　der　deutschen

　　Morgenebndiscんen　Gesellscliaft，　Bd．　g1，　S．＊17＊一＊19＊

　　　（2938）；Grammatik　des　neuaram5ischen　Dialekts　v◎n　Ma‘hU｝a（Antilibanon），（AKM，

　　Band　XXIII－1▽r．1），　Leipzig，　repr．　Nendeln，　1966

儒頼できる後期西アラム語は：

Bar－Asher（1977），M．；Palestinian　Syriac　studies．　Sottrce－texts，　traditions　and　grammatical

　　P・・bl・m・・Ph・D・disse・t・ti・n・ubmitted・t・the　Heb・ew　Uaiv・・sity，」・・u・al・m（圭n・Hebrew）

Kutscher（1976），E．Y．；Studies　in　Galilean　Aramaic，　translated　fr◎m　the｝｛ebrew　origlnal　and

　　annotated　wlth　add童tlonal　notes　from　the　author’s　haaδcopy　by　M量chael　Sokoloff，　Jemsale職

又批判的に使用しそのまま儒用しないという条件で二

Dalmam（1905），G．；Grammatik　des　jtidisch・pa｛astinischen　Arainliisch，2．　Auflage．　Leipzig，

　　repr．　Darmstadt，1978

Schulthess（1924），F．；Grammatik　des　christllch・palastinischen　Aramtiisch，　T蔭bingen，　repr．

　　Hildesheim，　1965

8．0．MWAの言語概要

8．1．音韻論　bgdkptの母音後摩擦音化は次褒のとおり。つまり摩擦音が残り，有声閉鎖音は

無声化する。その影響で本来の無声閉鎖音は軟口蓋化する：＊t＞6，＊k＞泳」コ。　kの軟q蓋化ば

（＊g＞捧に対しても一般化している。以上の例外となる＊b＞bは，二欝語併用となったアラビァ語

に，対応する子音［v］が無いからであり，＊P＞fは＊b＞Pの結果アラビア語での独立音素／f／の

影響で異音から音素として定着したものである。語頭には常に摩擦音が現われる（＊b＞bのbを除

く〉ので，MEA・MCAとの相違がきわ．立つ：¢6由‘　paternal’　ttncle’；besra‘flesh’。岡一形態

素内での音声環境の変化による摩擦音化は購に機能せず，後期西アラム語のそれに応じて閉鎖

音／摩擦音の一方に闘定しているので，異なった語根として定着する：fall嬉くpalleg‘he

divided’；felka〈pelga‘half’。二璽母音は，　awの後のb・kを除き摩擦音化の原因となった跡を

残す（CSはそうでない）：payta‘house’〈bay鱒，　awpel‘he　brought’〈＊awbel。d＞t，　t＞E，k＞

［茜コはアラビア語からの借用語にも見られるので，かなり賓い変化である。

GA・CPA b 9 d k P t わ〔v］ §［γ3 曇［δ］ 碁国 う［f］ 圭［e］

MWA P 騒 t k［幻］ f 醍tl　3 b 9〔γ］ ¢ 妊x］ f 主
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強調音（咽頭化音）Etの保存はあまり良くないが，咽頭音・声門音c［9］，延帽，’［？］，hは

良く残るのでMCAに近い。

　二重母音ay，　awは，以離から囲音節でe，6になっていた場合（be‘house’cst・st・〈b69を除

きよく保存されるので，時には本来のeがayに変えられる：rayξa‘head’〈rega。又，シリア・

パレスチナ地域で前二千年紀より観察されるa＞6は，MWAにも現われる：bola‘mind’〈bala。

この現象は紀元前のカナアン語のみならず，後期粟アラム語であるのにシリアに近いCS西方欝（

CS酋漉6・：CS東re§のにも現われるし，イスラムの蘭でアラビア語方欝（イエメンとヒジャ～

ズ）やアラブ人のアラム語（ナバダイ語・パルミュラ語），さらに現代アラビア語方雷（パレスチ

ナ北部とシジア北部）にも見られるのでMWAに階定されたものでないが，　MWAとMCAがこ

の現象を持つ点でMEAと明瞭に区騎される。

　強勢が後から第二音節に来る規鋼は強い影響力を持ち，長母音を保存する（y6ma　’day’，　yum6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
‘days’）とともに，語頭璽子音を持つ単音節語に強勢のある添力暗を作り出す：iz‘ur　sg．　m・abs．st．

‘s瓢all’；z“6ra　m．det．st．／f．　abs。st．。また語末が二電子音か長母音＋子音で終わる時，霞慮交替形

として一iが接尾される：　hal’6（i）‘yOU（m・sg・），　ho9（1）‘nOW’。その結果，この条件下にあれば

本来の語末一1も随意に脱落する。

8．2．人称代名詞狸立形　3人称の全てと1人数単数は，後期西アラム語の形式をほぼ保持して

いる。1人称複数a論晦はGA’5nanに比べ阜を保奮している点で特異であり，CPA’n（y）n

（＊’5nen？）の変異体聡（y）hに比定されることもある。しかしこれはバル・アシェルが論証したよう

に単数糧n鮒こ対する類推形＊’5ne！iであるから，そうした比定は成立しない。賓い形式（倒えば

聖書アラム語’5nallnti＞のhの保存と考えるのは，後期爾アラム語における全般的喉音の野誉化現象

（GA，　CPAは蘭出；サマリア・アラム語Rn（an）an）を考慮すれば困難があるが，アラビア語の

影響（シリアne麺a）と断定するのも今は決め難い。2人称はすべてh一を持つ点で，　MCAと共

通する。その単数における4に関しては，蘭項8．1．の末尾を見よ。但し＊’att三（〉“ha66i）〉難a§

を考えれば男性形の一iは二次的であるが，女性の一iは本来的である。2入称単数の性における6

：§の対立は，次表のように体系的なものである。

人称代名詞独立形 活驚形式Y 濡薦形式X 活稽形弐Z 人蘇代名詞接尾形

m．

｛
．

擶、

f
． 瓢．

f
、 斑。

f
． 蒲．

£
．

GA ，at毛 ’att（i） （’at乞） （’att（i））
一
t 寧一t（CPA－ti） te一 ＊te議n 一匙 遮

MWA haさ乙 熱aき1 乙＿ 獣 ＿
1乙

＿
i§ 乙レ 盗．．

一
a藝

＿

三首

2人称単数代名詞要素の比較

従ってシュピターラ（1938，§34）の議論にも拘らず，接続法は女性語尾一1a，完了根は女性語尾
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一 iの各脱落により生じた性区別の必要牲が，人称代名調独立形にも波及したものであり，独立形に

おける異化は単独に生じたのでない。接尾形女性形速＞i9は他のセム語にも在証される一般的変

化であり，これが2人称単数における性区別を可能にしたと震える。2人称複数は単数形と接尾形

（－bun，・5en）との合成であり，性区別は後者により可能であるから＊ha9－benとはならない。

sg． pl．

憩。
f
． m。

f
．

3 掩 擁 短蝋un） hinn（eの

2 　　VVhacc（1） ha§（1） ha乙＿hun　　　　隔 haさ＿hen　　　　一

1
a！｝a

anah　　　雷

人称代名詞独立形

8．3．人称代名詞接尾形動調の活用形式Yの説明（8．12。を見よ）に見る通り，MWAは人称

代名詞独立形に由来する接尾形は存在しない。しかし，後期アラム語の完了形と未完了形が残って

いるため，これらに対応する完了根と接続法（及び命令法）には目的語を示す古くからの接尾形が

存在する。後期アラム語に対応するこれらの形式の保存はMEAに比べて大きな特徴である。そ

れらは基本的に以下に示すものと岡じ音形を持つが，複雑な形態音韻的変化を示すので，本稿では

省略する。MEAウルミー方需の接尾形8に対応する形式は次蓑の通り。

　男性複数語尾（det．st．　－6ya／6y16）に終わる名詞を除き，一般にdεt．st．の語尾一aを脱落させた形

式（竺新cst．st．）に接尾される：sOs－6－e‘his　mare’。－1§（2．∫9≠）は前項を見よ。－i（1　．sg．）は84．

項末罵の規則により脱落することがある　：payWpayゼ鵬y　house’。一（n）晦（1・pl・）は独立形

an的と岡様に与の存在は他の現代アラム語に類例がない。　CPA個有の変異体nh（皿ne）も含めて後

期西アラム語に対応する形式はなく，MWAの独立形aR碑より形成された新しい形であることは

明白である。その他の形式は後期西アラム語に規則的に対応する。尚，3人称複数のay・hunZhen

は一ayn＞ayとなることもある：lupp－ayhun＞lupp－ayn＞lupp－ay‘their　hearts’。

　男性複数語尾を持つ複数名詞への接尾は，単数代名詞の場舎・6y，複数代名詞の場合一ayが接中

される：bn－6y・i　c　my　sons’，　bn－ay－a梅‘our　sons’。このうち一aYはどのアラム語にも現われる男性

複数名詞cst・st・の語尾一ay＞e＞塗に由来するものであるが，・6yの説明は因難である。複数名詞に

対する「彼の」の接尾形は，cst・st・　－ay　lc代名詞独立形hポ彼’を接尾し一ay＋h登〉＊－awであっ

た（ヘブライ語に購じ）が，アラム語は更に単数名詞属格で一一tw化した形式hi（－i十ha＞4十hi＞を

再度接尾させ（＊－aw十hi：CS（登n－aw（hy）‘his　judgements’），　GA・CAPは一6hi（聖書アラム語

より）及び一6yであった。MWA直前の形式はこのうち一6yであったと推定される。これに再度

単数名詞に接尾される形式一e‘his’（〈eh〈ih〈i＋hl）を接尾させた現在の形式‘ayn・6y－e‘his
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eyes’が生まれ，誤分析により一6yが単数代名詞の他の人称へと一般化したと考えるのが，もっと

も蓋然性が高い。・6，－ayの存在のために，接尾形付加による名詞の数の区別が，　MCA・MEA

のように中和することはない。

男女単数・女性複数名詞 男性複数名詞

sg・ PL sg・
P王．

田．

f
． m．

f
． 鵬． f．

m．
f．

3
一e 一 a 一礒n 一 e臓 一6y－e 一

δy－a 一
ay－h－u臓 峨y一鮎en

2
一
a藝

＿
iζ

＿

h
u
n
㎜ ＿

h
e
n
一

＿

ひh　　　一

＿
6＿§

一

ay－hun　　一

一

ay－heB　　鱒

1
一
i／φ

一
ぬ 一

6y（－1）
一ay＋a摯

人称代名詞接尾形

8．4．独立所有代名詞　tld＜GA　did－（CPA　d冨1－）に単数名詞用の人称代名詞接毘形が接尾されて

用いられるが，所有の特別な強調以外は殆ど用いられず，例はきわめて少ない：malka　tyd－i9

‘your（f・）king’。男性複数名詞に接尾される接尾形を用いれば所有物全体を示す；　tld－6y－i‘my

belong三ngs’。

8．5．指示代名詞　hanna＜＊ha－dna，　h6di＜＊h護・壷はCSと同じ構成原理であり，GA・CPAの

ha一壷n，　h乏：βaとは異なる。複数形hannun，－enはCPA・CSの遠旛示代名詞漁nδa，－enに対

応し，GA’ellayn，　CPA　’hslenは現われない。これらの近指示代名詞は指示機能が弱くなり，定

冠詞に似た鋤きを持つが，名詞に繭置する際h6d（i）のdは名詞の語頭子音に岡化（したりその結

果としての代償延長を）し，複数はhannとなる：hob・bisni1a‘this！the　girl’。又指示詞は一般に前

置詞を俸うとh一を脱落させる：loξunlkaくL6一蓉u瞳a〈1－hod－‘to　this／the　wo憩an’。

　遠指示代名詞ではGA　ha一臨CPA（h）awは消失し，　GAで稀に，　CPAとサマリア・アラム語

で時折用いられた動詞目的語を示すya1＋接尾形（ya1－eh）の形式が，人称代名詞語頭のh一を伴って

新たに生まれた：h61－e！a。複数は3人称独立形を接尾するが，強勢の位置によりha1・－inR－（un／en）。

これは明らかに申期ヘブライ語’δレ6‘him＞he　himself＞that　oneからの借用形式で，ヘブライ語と

sg・
P玉。

m．
f
． 磁。

f
．

廊s 込an駿a
hδd（1）　　一

hann（u澱）
hann（eB）

tha宅
hδte　　需 h6ta　　鴨 hatiBn（疑n）　　鱒

蓋a圭lnn（en）

指示代名詞
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MWAの先行言語（GA・CPAにrw－一でなくとも近い言語）が接触し強い影響を受けたことを示

すものである。ゆえに同じユダヤ人のアラム語でも，パレスチナから離れたBAにはこの現象は

ない。

8．6．疑問詞　m6nはGA・CPA　manに対してm6からの類推が働いたというより，CPA　tmn

（＊tamman‘there’）と同じ（数少ない）母音記一号がmn‘wh。2’に用いられている事実を考慮すれ

’　　 　　　　　　　tば，CPAで既に＊manlこなっていた可能性がある。ma　C　what？’＞m6と共にman＞m6nは自明で

ある。CSの方言的変異体m6nの影響ではない。3人称代名詞独立形が接尾すると音節構造によ

りmanが残る：man－ha＞mannu‘what　ls　he2’。　enaはアラビア語よりの借用（パレスチナ’ayni，

’ena）であり，GA・CPAの＊ha／e・denは失われた。あるいはCS　＊’ayn蚕‘which（m．）’に類似した

語がかつて存在したと考えるべきか（4・6．項をみよ）。ebma〈kma（n）は明白であるが，規則的語

頭音添加（br2＞ebra‘son’）｝こ注意。

eb＜CPA黙h砥には時折tが接尾されるがこれは麗係詞＊d1の名残りである：h眺di＞’ebt

‘how　is　lt　that～？’。後期西アラム語のSはMWAにおいて規則的にそのまま残るから（8．1．

項），emmat〈’emmat÷dl　‘when　is　it　that～？’。hanukk（i）の末尾の一iは8．1．項末尾の規則によ

る。han－6b‘where　is　it？’（6bは8．8．項を見よ）等の存在を考えれぱ，　hanはGA・CPAの

han／’an‘where’である。－ukkの説明は困難であるが，シュピターラの説（1938，§112，117）を

基に次のように推定される：han－hif－dukkti・壷‘where　is　the　place　that～？’。　MWAでdukkli－df

‘the　place　where＞where’から鯛係詞の1一への交替（8・7．項）により関係副詞的なdukk　l一が生

じていた事実は，この推灘を支持すると思われる。‘aEaは，シリア地方のアラビア語方言で疑閥

を強める‘a蓉ab‘王wonder～？’（古典語‘a蓉ab・an‘how　strange！’）であり，マアルーラ地方で‘why’

の意味で用いられるこの語を借用したことは確実である。

何 誰 どれ いかに ど　こ い　つ どれだけ なぜ

m6 鶏6n 醗a
eh（毛）　榊

hanuRk（i） em職aも
eh田a　一 ‘　　V

aza

疑聞詞

8．7．閣係詞　CPA　d6と異なりGAに稀に残っていたdi＞ti。　tiの名詞の属格構造への使用が

限定的なものとなり，前置詞1－‘to，　for’の用法が一般的となったため，この用法からの類推でL

も関係詞的機能を持つ・eb・a　ti　9－m・ySy6・lu・r．　eb・（・i）1－9．mayty6．lu‘the　s。n　wh。m　y。u（f．＞will

bring（him）’。後看での先行詞の一aの脱落及び属格構造一般については，8．9．項を見よ。⊂前例中

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　ノ

でξ一mayLy6－lu＝：＊9－maygya－le，即ち強勢による長母音化したa＞a＞6，接続法を除く動詞活用形式

2．sg．f，に接尾する羅的語としての接尾形8・sg・mの・e＞uに注意コ

　mi¢＜＊ma－d－　‘that　which，what’ではd6一が残ると共に強勢位置の関係でm2＞mi。

8．8．識プラ　CPAはコブラとして3人称代名詞独立形，’匙＋人称代名詞独立形（の前接形，2

・2・6項を見よ，GAは接尾形？）の他に，　y（h＞ib　‘given＞exist’が蒔折用いられる点で特徴的であ
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るが，MWAはコブラの発達の結果「AはBである」の表現は次のように非常に複雑である。

a）述語が名詞・副詞句の場合コブラは一般に介在しない：ana　blsn逸a‘lamragirl’。コブラが存

在することもある：ana　M　n6b　gabr6na‘1　am　not　a　man’。時は主節又は文脈が決定するが，特に

指定する時後述のコブラ過玄形が現われる：han識wayban‘三nb6‘£hese　were　gτapes’。

b）述語が形容詞の時，それに動詞活用形式Y（8・12．項を見よ〉の人称接頭辞を加える：　ha6δi・

al6，6－rabb（i）℃od，　yOtt　are　great’。特に過去を示す時はコブラ過去形を併用する：nwibin

n－bafn・ln（パフア方言，マアルーラではwnibin＞‘we　were　hungry’。

c）述語が名詞＋形容詞の時，名調が限定ならば形容詞も限定（det．　st．）される。しかし名詞が不

定なら形容調はb）と同様人称接頭辞を取る：a鍛agabr6na　n－ifqer‘Iam　a　poor　man’。複雑に見

えるが，この形容詞は叙述的に罵いられているので文法的には闘係節を構成している：‘Iama

鵬an　who　am　poor’。

d）強い疑問・希望・意志を表わす文や従属節の申では，コブラの接続法が用いられる激a磁

m6　batt－ah　6重b‘what　are　you，　I　w（＞nder’

以上のように用いられるコブラは，次の形式を持っている。

sg・
P1．

3 2 1 3 2 王

m．

釜
．

m．
f
． 鵜。

f
． 擶．

f
． 磁。

f
． 窯1．

ξ
．

現　在 6b ayba 乙6b きfba n6b 籍fba aybln ayban 乙fb沁 ？ nτbln ？

接続法 yfb 乙fb さfb 乙1b ？ ？ ｝癒un ？ 古bu難 乙∫ban ？ ？

過　張 W牽現在ヲ｛多（W－6be｛lC．〉

コブラ活用表

現在と過去の関係は前述の通り文脈が決定するので，過去形の機能は二次的である。過去形は全人

称がlaにより否定されるが，現在形・接続法では3人が6gb，2・1人称が6tiにより否定される。

肯　　　定 否　定

現　在 過　去 現在／過去 活絹形戎

～ がある 6紬aw乙＋’匙）
w6並（hExvit　十　’it） 旗（蕊＋’f並） 無変化

～ にある UPP一
乙uρP－（乙昏t十b一） 十人称代名詞接尾形

～ を持つ f董《’珪＋1－） 乙嚢レ（乙丘十r｝一） 十人称代名詞接屋形

擬似コブラ諸形式

96



学報第72－1号

　現在形は～／郡‘to　glve’のP．P．　y（h）ibに爾一‘to　be’のa．P．が加わったもの（hawe　＋

　　　　　ノ　　　　　　　　　ノドy（h）ib〉＊hawib＞＊6wib＞δb）であり，過去形は後者の完了形htiwaがついたもの（h5wa＋y（h）驚〉

‡wぎylb＞＊w6yib＞w6b）である。接続法は，　y（h）幾に接続法活用接辞（活用形式Z，8・i2．項）が

付加されたものであり，その構成原理の異常さは二次的形成を証明している。

　コブラに関係するその他の表現形式は上表の通り。時に開してはコブラに岡じ。

8．9．名詞　後期アラム語の位相は消失し，det・st・の一一Wt化により新体系が生まれた。不定は

ahhab‘one’又は翼netピso魚ething’（GA㌔ldde）の前置，限定は近指示代名詞（8．5．項を兇よ）

により示される：m磁bis瞬a‘agirl’；hob（〈h6di）・bisnfta‘the　girl’。後者は定冠詞に近い機能を

持つに至ったので，不定は一般にその欠如により承される。従って，a塘a遺，　mettの頻度は低い。

古いcst．st．は消失し若干の名残りは不変化詞又は複合語構成要素となった：u埴ul（＜kol）y6ma

‘every　day’，　be（＜be≧）1］61・i‘the　house　of　my　uncle’。属格構造に闘係詞ti（〈dE！di）はあまり用

いられずil－（〈L‘to，　for’）が主に用いられる。この時det・st・の語尾一aは脱落する：ganna　ti

berkta1｛｝ann　il－berkla　c　the　garden　of　st．Thekla’。従って一aの脱落とil一の接頭により，新しい

cst．St．と属格の形式が誕生したことになる。この形式は愈ann－e（〈寧nn－eh‘his　garden’）Lbe遮a

に由来し，MEAで言及した属格構造（3＞の関係詞d・が1・に交替したものである。つまり・i・は

・ eh‘his’に遡るので，当然det．st．の一aが脱落する。MCAにも属格構造（3＞の痕跡が残っており，

隣接する現代アラム語の共通した現象として興味深い。ebra　t　son’のva　cst・st・のみに兇られる奇妙

なebr　sult6na　‘Sultan’s　son’1ま，アラビア語属格表現の模倣である。

　畜いαう5．∫∫．も消失したが，数詞とena‘which’の後には新σう5・5ムが用いられる：　tm6nya　y登m－i

‘elght　days’。この語尾は後期アラム語のabs・st・ρZ・に由来する＠一恥く－tn，　f，－an＜－an）が，

複数語尾一y6茎aを取る語彙に一y一が現われるのを除き，常に単数語幹（m．－a，∫一るa1婆を脱落さ

せた形）に接尾されるので，形成原理は後期アラム語と異なる：ebr－i〈ebra‘son（sg．）／bn6（pL）。

ゆえに新αう5．5ムと称する。

　複数形は，女性名詞の場合後期アラム語の形式を保つが，男性名詞はそうでない。アラム語の

m．pt．　det．st．は一般に一ay（pl．　cst．　st．）＋－a（det・st・）＞ayyaであった。　MWAでは人称代名調

接尾形Bを接尾する複数名詞の語尾・Oy／ay（前述）のうち一6yが新しいcst・st．となり，これle　det．

β　　　　、　　　　’

st．の一aを接尾させた。この後強勢規則により：6ya＞6y＞6。－ayya＞＊－a－ya＞6yaはあり得ない。

以上よりMWAの新しい位相体系は次のようになる。

sg・ P1．

deも．st． 新cst．st．

新abs．st．

det。st． 新cst。st．

m． 一 a 一
φ

一
i／φ

一δya／6y／6 一 δy

f
． 　V

－
ca／ta　　　　一 　V

－
c／t　　　一

一 an 一

6ta　　騨

一
6t　　一

名詞位相体系
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8．10．形容詞　MEAとMCAは複数形での性の区別を失ったため形容詞では男性複数語尾が～

般化したが，MWAでは名詞複数での性区別の保存に対応して，複数の性区別が示される。他方

名詞のdet・st・語尾の一般化に対して，形容詞は｛XX＄li　det・st・／abs．st．の区別を保存するため，限定

性（限定／不定）も表示しうる。しかしこの結果，名詞と形容詞の位相体系は異ったものとなり，

缶いアラム語のように両者がほぼ常に岡一語尾形式をとる，ということはなくなった。

sg・ pl．

det．st． abs．st． de乞．st． abs．S£．

m 一 a 一
φ

一
δ

一
ln

f 　V
－
ca／ta　　　　糟

一
klKl“〉 一 6皇a 一 a勲

形容詞位相体系

複数のabs・st・は名詞の新abs．st．と同じく後期アラム語のそれに由来するが，鍔性形でnが税落し

ないことに注意。又女性単数α65．∫ムーaは，強勢による音形の桐違＠．iガur一φ，　f，　z‘6r－a）のた

め性区甥で，樹tの欠如により限定性（＝＝位相）でそれぞれ余剃となり，－a＞1＞φとなる。名詞

男性複tw　det．st．と岡じ環象である。

　限定的用法で後置される形容詞は，性・数・位相により変化する：bm6r－a　iz‘ur二φ（m．　sg・

abs．st．）　casmall　ass’，　be§1－a　z‘6r－a（m．　sg．　det．st．）　‘the　small　onion，　wもay－6隻a　kayy重s－an（f．

Pl．　abs．　st．）‘good　thlngs’。f，　pl．　det．st．の例は発見されない。名詞が階定されると関係節

で叙述的に表現されることが多いからである。叙述的用法の形容詞は，常にα65．畝が用いられ性

と数で変化し，更に動詞活用形式Y（8．12．項を見よ）の接頭辞が舶えられる。例はコブラの項

（8．8．）　を賃乱よ。

8．11．鋤詞のアスペクト組織新聡形式の共存，アラビア語動詞組織の一部借用，／賀一w一ジtG

be’を用いた時剃褒現欠如に帰因するアスペクトの発達等のため，　MWAの動詞組織は複雑化した。

アスペクト組織を暫定的に次のようにまとめる。以下には，パラダKムの～貫性のため，テキスト

に在誼されない形式も一部使用する。尚X，Y，　Zは各活用形式のタイプを示す。

ア　ス　ペ　ク　ト 法

完了相 未完了相 進行網 結果相 接続法 命令法

行為動講（もobuy） izba臣X Y＿izben Z－zbun izbu籍／zbδn

状態動詞伽be　asha皿ed） i協e乙＿X

Y略6もen　‘am搬a　Y－z6be轟

Y－bahhec Z＿bha6 齢a乙／bhaさ

動詞アスペクト組織
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後期アラム語の行為1状態の対立は基本的に保持され，完了相と法（叢い未完了形）における語幹

母音の区別として現われる：行為動：va　a・9，状態動調e－a。後期アラム語の未完了形は能動分詞によ

り交替されたが，他の現代アラム語と異なり吉い未完了形は接続法（意志・疑念・要求等を表わ
「　 　　　　’

す）として残った。能動分詞（コレルのdas　erste　Partizip）z6ben＜zabenは未完了相を担うとと

もに，アラビア語方雷の進行相表示詞‘a騰mal　C　a離na，‘am，‘a）を借用して進行相も表現する。

他方受動分詞izben〈z5binは，古いアラム語で，完了した状態を示す機能より二次的に発生した

能動的状態をも表示する用法に基づき，MEAと岡様に結果相を生み出した（シュピターラの

Plusquamperfekt，コレルのdas　Resultativpartizip）。MEAとの平行性は注目に緬する。状態動詞

は本来受動分詞を拷たないので，その結果相は古い動詞形容詞qa嘗重1＞q璽elを用いる（シュピタ

ー ラとコレルのdas　zweite　Partizip）。尚，この形式についてはMCAの状態動詞完了相（4．10．

項）と比較せよ。結莱分詞izbenと第2能動分詞bahhe6の相補的関係を認識したのはコレルの功

績である。従ってシュピターラの術語は不正確であり用いるべきでない。空間移動の動詞（往来・

昇降等）は，状態動詞に属さないが受動分詞を持たないので，結果相は状態動詞の形式を取る。

「終点に到達した結果」＝「行為の結果」を示すとともに，「起点から離脱した結果」＝「行為の

進行中」という点で，結果相にもかかわらず行為動詞の進行相にも接近する：φ一na恥♂‘he　has

come　down！he　ls　coming（golng）down’。

　これらのアスペクトは，発話時点又は文脈中の基準点における語者の認識であるから，碍制に対

しては根対的価値しか持たず，現在1未来と過芸のいずれの文脈にも用いられる。他の現代アラム

語がアスペクトの枠組のPt　l（rWy　‘to　be’の形式を組み込み時制表現を可能にしたり，古い完

了形が過去に接近したりしているのに比べ，MWAはセム語のアスペクトの特徴を強く残してい

る。

8。12．活用形式の種類　完了根のXは吉い完了形の接尾辞活用に，接続法のZは未完了形の接頭

辞活用（一部は接尾辞も）に由来する。今GAとの対応表を掲げる。

　MWAのXで2・1人称複数は，単数形一i6，4圭に対応する人称代名詞接尾形一麺n，一加n，

－ n晦を接尾させたもの。3人称複数一φはCPAでもCSの「影響」として散見されるが，それが

現代語にまで残るとは信じがたいほどである。Zのヱ人称単数n一はGA・CPAにおいて始まっ

た複数形との混岡の結果である。活用形式Yは本来分詞又は動詞形容詞から生じた活用形式である

から，形容詞の叙述的用法で述べた形式と岡一である。即ち，性と数は形容詞のabs．st．の語尾

により，人称は接頭辞により示される。

この人称接頭辞は3人称を除き，接続法の活用形式Zの接頭辞子音と一致するが，発生的には関係

なく本来分詞の蘭に主語として置かれた人称代名詞独立形である。即ち，後期西アラム語では後期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ東アラム語と異なり，分詞は代名詞主語を蘭置したことに由来する：’att　zab6n＞＊’att－z6ben＞

＊t－z6ben＞6－zδben　‘you　buy’。又本来分詞であるから，普通名詞の主語が多い3人称に，代名詞主

語の先行は必要でない。ゆえに3人称接頭辞はφである。
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現代アラム語概観（⇒；現代中部アラム語・現代マンダ語。現代照アラム語
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活用形式X・Z
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活屠形式Y

　尚，命令法の活用語尾は単数で一φ，複数で一un／6n（m．），－en／6n（f・）である。

　いずれにしても，これらの人称接頭辞による活用形式Yは，MEA未定了相の活用形式A（接

尾〉に発生的に対応する（2・2．2．項及び2．4．7．項参照）が，表面的に接続法のZに酷似している

ので注意が必要である。古い活用形式X，Zと新しいYの共存ぼ，あらゆる意味でMEAと対立す

る。人称目的語は，X・Zには接尾され（8．3．項蟹頭部を晃よ），　Yでは蘭置詞1－‘to，　f◎r’　1・　Cより

示される。X・Zの否定はla，　Yは形容詞と岡じく乙uにより蓑わされる。Yは，特に穣対的過去

を明示したい時，形容詞の叙述的用法の場合と岡様にコブラの過去形を前置するが，時鋼の栄発達

のため例はきわめて少ない：w・ayb－a（コブラ・過宏，3　sg・f’）坤m1燃φ一sallぎ鯵（空闘移動の

動詞・結果梱，3　sg．　f，）‘apa乞rol　had麺t　come　up’。

8．f3．動詞の派生型　後期アラム語の再帰型が失われた結渠，次の組織を持つ。

完了相 未完了・進行掘 結果期 接続法 命令法 不定講 P・P・ 意　味

Peal izb躁く宗zban z6beg lzben／bahhec ylzbun lzbun／zbδn zb6na izbe湾 toわuy

Pael zappen mzappen zappen yzappen zappen ZUPPδna 照zapp鵡 to　seU

Aphel a猛e【ne

m雌em 鋤彗em ya春碁e鵬 a樋e拠
田uh§6m託a　　　　愚

to　ta疑e　s疑pper

GAの対応形式 完了形 a・P・ P．P．／動詞形容詞 未完了形 命令法 n．ac． P・P・

動詞派生型組織
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Pealの結果相izben〈豊鋤1n（P．P．），　bahheE〈＊bahhi敬動詞形容詞）の影響で，　PaelとAphelの

結果相が新たに生まれた：zappen〈＊zappin，　a》9em＜㌔陣繍。他のアラム語に類例のないこの形

式は，結果相が独立したカテゴリーであることを示す有力な証拠である。不定詞は完全に二次的で

ある。Peaiは他の現代アラム語と岡様にn・ac・のqlaia・PaelはMCAと同様にn・ac・の

q嚇覆laに由来する。AphelのみGA　i　CPAの不定詞のm一を保持するが，母音はPaelに影響され

ているし，GAのように女性語尾・6a〈匙taを持つ。

　アラビア語の派生型が多く借用されていることは注目すべきであるが，アラム語の音韻変化と活

用形式を採ることにより，完全にアラム語化している。借用された派生型は，R型1Pael，　N型：

Aphelはもちろんのこと，緩型を除くすべてを含んでいる。

　尚，p．p．は頻度も低く，Aphelには存在しない。一一SCに受身表現が少ないこと，アラビア語派

生型W（再帰・受身）（i）n－qa婁alがアラム語語根にも用いられることなどによる：in－zban‘khas

been　bough亀’。ただしPealの結果相において，論理的目的語が文法的主語と認識されて，受身表

現を作るが，これは受身欄とでも奮うべき結果欄の下位変種である：mOφ一i壌¢bφb－6w－warqta

‘what　is　writen　in　the　letter？’。
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